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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視角により色相が変化する色相インキ印刷領域を有する紙葉類の識別を行う紙葉類識別
装置において、
　前記紙葉類の一面に対して所定の角度で複数の色の光を切り替え照射する第１の光源と
、
　前記紙葉類の一面に対して垂直方向から複数の色の光を切り替え照射する第２の光源と
、
　前記第１の光源および前記第２の光源からの光の前記紙葉類の一面における反射光を前
記色相インキ印刷領域の色相が変化する角度で受光する第１の受光素子と
　を具備し、
　前記第１の光源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受光された受光量に対応し
て出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存する第１の色合いを算出
する第１の算出手段と、
　前記第２の光源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受光された受光量に対応し
て出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存しない第２の色合いを算
出する第２の算出手段と、
　前記第１の算出手段および前記第２の算出手段の算出結果に基づき前記紙葉類を判別す
る紙葉類判別手段と
　を具備することを特徴とする紙葉類識別装置。
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【請求項２】
　前記第１の光源および前記第２の光源は、
　それぞれ赤色と緑色を切り替えて発光する２色発光光源であり、
　前記第１の算出手段は、
　前記第１の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力と前記第１の
光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力との比である第１の比率を
算出し、
　前記第２の算出手段は、
　前記第２の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力と前記第２の
光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力との比である第２の比率を
算出し、
　前記紙葉類判別手段は、
　前記第１の算出手段で算出された前記第１の比率と前記第２の算出手段で算出された前
記第２の比率との比の値に基づき前記紙葉類を判別する
　ことを特徴とする請求項１記載の紙葉類識別装置。
【請求項３】
　前記紙葉類の表裏、正逆の挿入方向および金種を判別する金種挿入方向判別手段と、
　前記金種挿入方向判別手段の判別結果に基づき前記紙葉類の透かし領域を特定する透か
し領域特定手段と、
　前記透かし領域特定手段で特定された前記透かし領域における前記第１の光源が赤色に
発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力と前記第１の光源が緑色に発光されたと
きの前記第１の受光素子の受光出力との和が最大となる最大受光出力を検知する第１の最
大受光出力検知手段と、
　前記透かし領域における前記第２の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子
の受光出力と前記第２の光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力と
の和が最大となる最大受光出力を検知する第２の最大受光出力検知手段と、
　前記第１の最大受光出力検知手段で検知された最大受光出力に基づき前記第１の光源が
赤色および緑色にそれぞれ発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力を補正する第
１の補正手段と、
　前記第２の最大受光出力検知手段で検知された最大受光出力に基づき前記第２の光源が
赤色および緑色にそれぞれ発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力を補正する第
２の補正手段と
　を更に具備することを特徴とする請求項２記載の紙葉類識別装置。
【請求項４】
　前記第１の補正手段は、
　前記第１の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の赤色の受光出力を前記
第１の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置で
の赤色の受光出力に基づき補正し、前記第１の光源が緑色に発光されたときの前記第１の
受光素子の緑色の受光出力を前記第１の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知
された前記紙葉類の一面の位置での緑色の受光出力に基づき補正し、
　前記第２の補正手段は、
　前記第２の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の赤色の受光出力を前記
第２の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置で
の赤色の受光出力に基づき補正し、前記第２の光源が緑色に発光されたときの前記第１の
受光素子の緑色の受光出力を前記第２の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知
された前記紙葉類の一面の位置での緑色の受光出力に基づき補正すること
　を特徴とする請求項３記載の紙葉類識別装置。
【請求項５】
　視角により色相が変化する色相インキ印刷領域を有する紙葉類の識別を行う紙葉類識別
装置において、
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　前記紙葉類の一面に対して所定の角度で複数の色の光を切り替え照射する光源と、
　前記光源からの光の前記紙葉類の一面における反射光を前記色相インキ印刷領域の色相
が変化する角度で受光する第１の受光素子と、
　前記光源からの光の前記紙葉類の一面における反射光を前記紙葉類の一面に対して垂直
方向で受光する第２の受光素子と
　を具備し、
　前記光源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受光された受光量に対応して出力
される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存する第１の色合いを算出する第
１の算出手段と、
　前記光源からの光の色に応じて前記第２の受光素子で受光された受光量に対応して出力
される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存しない第２の色合いを算出する
第２の算出手段と、
　前記第１の算出手段および前記第２の算出手段の算出結果に基づき前記紙葉類を判別す
る紙葉類判別手段と
　を具備することを特徴とする紙葉類識別装置。
【請求項６】
　前記光源は、
　赤色と緑色を切り替えて発光する２色発光光源であり、
　前記第１の算出手段は、
　前記光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力と前記光源が緑色に
発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力との比である第１の比率を算出し、
　前記第２の算出手段は、
　前記光源が赤色に発光されたときの前記第２の受光素子の受光出力と前記光源が緑色に
発光されたときの前記第２の受光素子の受光出力との比である第２の比率を算出し、
　前記紙葉類判別手段は、
　前記第１の算出手段で算出された前記第１の比率と前記第２の算出手段で算出された前
記第２の比率との比の値に基づき前記紙葉類を判別する
　ことを特徴とする請求項５記載の紙葉類識別装置。
【請求項７】
　前記紙葉類の表裏、正逆の挿入方向および金種を判別する金種挿入方向判別手段と、
　前記金種挿入方向判別手段の判別結果に基づき前記紙葉類の透かし領域を特定する透か
し領域特定手段と、
　前記透かし領域特定手段で特定された前記透かし領域における前記光源が赤色に発光さ
れたときの前記第１の受光素子の受光出力と前記光源が緑色に発光されたときの前記第１
の受光素子の受光出力との和が最大となる最大受光出力を検知する第１の最大受光出力検
知手段と、
　前記透かし領域における前記光源が赤色に発光されたときの前記第２の受光素子の受光
出力と前記光源が緑色に発光されたときの前記第２の受光素子の受光出力との和が最大と
なる最大受光出力を検知する第２の最大受光出力検知手段と、
　前記第１の最大受光出力検知手段で検知された最大受光出力に基づき前記光源が赤色お
よび緑色にそれぞれ発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力を補正する第１の補
正手段と、
　前記第２の最大受光出力検知手段で検知された最大受光出力に基づき前記光源が赤色お
よび緑色にそれぞれ発光されたときの前記第２の受光素子の受光出力を補正する第２の補
正手段と
　を更に具備することを特徴とする請求項６記載の紙葉類識別装置。
【請求項８】
　前記第１の補正手段は、
　前記光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の赤色の受光出力を前記第１の
最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置での赤色
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の受光出力に基づき補正し、前記光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の緑
色の受光出力を前記第１の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙
葉類の一面の位置での緑色の受光出力に基づき補正し、
　前記第２の補正手段は、
　前記光源が赤色に発光されたときの前記第２の受光素子の赤色の受光出力を前記第２の
最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置での赤色
の受光出力に基づき補正し、前記光源が緑色に発光されたときの前記第２の受光素子の緑
色の受光出力を前記第２の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙
葉類の一面の位置での緑色の受光出力に基づき補正すること
　を特徴とする請求項７記載の紙葉類識別装置。
【請求項９】
　視角により色相が変化する色相インキ印刷領域を有する紙葉類の識別を行う紙葉類識別
装置において、
　前記紙葉類の一面に対して所定の角度で複数の色の光を切り替え照射する第１の光源と
、
　前記紙葉類の一面に対して垂直方向から複数の色の光を切り替え照射する第２の光源と
、
　前記第１の光源および前記第２の光源からの光の前記紙葉類の一面における反射光を前
記色相インキ印刷領域の色相が変化する角度で受光する第１の受光素子と、
　前記紙葉類の他面に対して所定の角度で複数の色の光を切り替え照射する第３の光源と
、
　前記第３の光源からの光の前記紙葉類の他面における反射光を前記色相インキ印刷領域
の色相が変化する角度で受光する第２の受光素子と、
　前記紙葉類の他面側に前記第２の光源と対向して配置される第３の受光素子と
　を具備し、
　前記第１の光源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受光された受光量に対応し
て出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存する第１の色合いを算出
する第１の算出手段と、
　前記第２の光源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受光された受光量に対応し
て出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存しない第２の色合いを算
出する第２の算出手段と、
　前記第３の光源からの光の色に応じて前記第２の受光素子で受光された受光量に対応し
て出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存する第１の色合いを算出
する第３の算出手段と、
　前記第３の光源からの光の色に応じて前記第３の受光素子で受光された受光量に対応し
て出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存しない第２の色合いを算
出する第４の算出手段と、
　前記第１の算出手段および前記第２の算出手段の算出結果または前記第３の算出手段お
よび前記第４の算出手段の算出結果に基づき前記紙葉類を判別する紙葉類判別手段と
　を具備することを特徴とする紙葉類識別装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙葉類識別装置に関し、特に、紙葉類の色識別、透かし識別を行うと共に、
紙葉類の片面にのみ印刷された色相インキの微妙な特性を検知し、識別することで紙葉類
の真偽を精密に判別する紙葉類識別装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、高精度なスキャナー、プリンタ及びコンピュータ等の装置の普及により、これら
の装置を用いて紙幣、小切手等の有価証券が偽造され悪用されるという問題があり、これ
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ら偽造券を確実に識別する方法や装置の提供が望まれている。
【０００３】
　最近では、偽造が複写によるものである場合は、容易に偽であることが識別できる識別
方法や識別装置の研究が急速に進められており、また、偽造防止を目的とした種々の抄紙
方法や印刷技術が提供され、偽造を困難とする紙幣等が提供されている。　
　例えば、特許文献１には、同一波長の受光素子を角度を変えて複数配置し、紙幣に照射
した光を複数の受光素子で受光し、夫々を比較することで紙幣の凹凸を判別する凹版印刷
物とその他の印刷物との識別方法が提案されている。
【０００４】
　この提案は、対象の印刷物の表面に、一定の検出ラインに沿って、順次、点状の光を照
射し、その入射点に立てた仮想法線を中心として入射光と対称となる角度位置付近の複数
位置での各受光量の相互関係が、入射点が平坦である場合の相互関係と認められる関係に
あるか否かを順次判定し、検出完了後の検出結果が平坦でない場合の関係にあるとの判定
が対象の印刷物によって決まる一定の割合を越えた場合に凹版印刷物と判定するような構
成としたものである。
【０００５】
　また、特許文献２には、見る角度によって色相が変わる色相インキを使用した印刷物に
対して赤と緑の一組の光を色相インキ部へ照射し、２つの受光角度の異なる受光センサで
測定し、色と反射角度の違いから色相インキを判別する印刷物読み取り方法と装置が提案
されている。
【０００６】
　この提案は、観測点Ａでは、例えば赤色光のフォトセンサ出力が緑色光のフォトセンサ
出力よりも大きく、かつ観測点Ｂではその大小が反転している場合に、被判定印刷物は特
定の色相変化インキを使用している正規の印刷物であると判定し、反転が見られない場合
は偽物であると判定するような構成としたものである。
【０００７】
　また、特許文献３には、単一の発光素子の光について反射と透過の両方の光を受光し、
透かしを判別する紙幣等の真偽識別装置が提案されている。
【０００８】
　この提案は、紙幣等の透かしのパターンを夫々透過光及び反射光を利用した２つの光学
的読取り手段にて読み取り、双方の読み取りデータを比較し、一致するか否かにより、紙
幣等の真偽を識別するような構成としたものである。
【０００９】
　また、特許文献４には、紙葉類の上面及び下面の各反射パターンデータを加算したパタ
ーンデータと紙葉類の透過パターンデータとの差に基づき紙葉類の上下両面間に介設され
た偽造防止ストライプを検知し、紙葉類の真偽判別を行うように構成された紙葉類の認識
装置が提案されている。
【特許文献１】特開平０６－１７１０７１号公報
【特許文献２】特開平０９－０６２８９４号公報
【特許文献３】特開平０６－２０３２４４号公報
【特許文献４】特開平０６－０６０２４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところで、上記提案の特許文献１では、所定照射光による紙幣表面反射光を角度を変え
て受光し、夫々を比較した判定結果の割合が規定値以上であるか否かで紙幣の凹凸を判別
する方法が開示され、特許文献２では、赤と緑の一組の光を色相インキ部へ照射し、２つ
の受光角度の異なる受光センサで測定した各色の受光量に反転が見られるか否かにより色
相インキを判別する方法が開示されている。
【００１１】
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　また、特許文献３には、単一発光素子の発光による反射と透過の両方の光を受光して透
かしを判別する方法が開示され、特許文献４には、紙葉類の上下面の各反射パターンデー
タを加算したパターンデータと紙葉類の透過パターンデータとの差に基づき紙葉類の上下
両面間に介設された偽造防止ストライプを検知する方法が開示されている。
【００１２】
　しかしながら、上記特許文献１乃至特許文献４で示される提案には、色相インキの一種
であるパールインキ（視角によりパール光沢のある半透明な模様が浮かび上がるようなイ
ンキ）がパールインキの種類（メーカ等の違い等）によって視角により変化する色が異な
る、またはパールインキに照射する光の波長や照射角度によって、その反射光の受光出力
が異なるようなパールインキの微妙な特性を検知して紙葉類に印刷されたパールインキを
精密に識別する方法は提案されていない。
【００１３】
　また、公知の紙葉類識別方法によるセンサー（反射型光センサーと透過型光センサー）
配置の方法で紙葉類の透かしや色合いを識別し、紙葉類の片面にしか印刷されていないパ
ールインキ（色相インキ）を識別可能とするためには、紙葉類の片面側のパールインキを
検出するための反射型光センサーの配置と、紙葉類の透かしを検出するための透過型光セ
ンサーの配置とを１セットとすると、紙葉類両面を検出するために２セットの反射型光セ
ンサーと透過型光センサーとを必要とし、各センサーの制御が複雑となると共に、消費電
力の増大、装置の長大化、装置のコストアップとなる。
【００１４】
　また、装置の長大化を回避するために各センサーの配置位置を狭めると各センサーの発
光素子の照射光が干渉するという問題がある。
【００１５】
　そこで、本発明は、紙葉類の色識別、透かし識別を行うと共に、紙葉類の片面にのみ印
刷された色相インキの微妙な特性を検知し、識別することで紙葉類の真偽を精密に判別す
る紙葉類識別装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するため請求項１の発明は、視角により色相が変化する色相インキ印刷
領域を有する紙葉類の識別を行う紙葉類識別装置において、前記紙葉類の一面に対して所
定の角度で複数の色の光を切り替え照射する第１の光源と、前記紙葉類の一面に対して垂
直方向から複数の色の光を切り替え照射する第２の光源と、前記第１の光源および前記第
２の光源からの光の前記紙葉類の一面における反射光を前記色相インキ印刷領域の色相が
変化する角度で受光する第１の受光素子とを具備し、前記第１の光源からの光の色に応じ
て前記第１の受光素子で受光された受光量に対応して出力される各受光出力に基づき前記
色相インキ印刷領域に依存する第１の色合いを算出する第１の算出手段と、前記第２の光
源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受光された受光量に対応して出力される各
受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存しない第２の色合いを算出する第２の算
出手段と、前記第１の算出手段および前記第２の算出手段の算出結果に基づき前記紙葉類
を判別する紙葉類判別手段とを具備することを特徴とする。
【００１７】
　また、請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記第１の光源および前記第２の
光源は、それぞれ赤色と緑色を切り替えて発光する２色発光光源であり、前記第１の算出
手段は、前記第１の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力と前記
第１の光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力との比である第１の
比率を算出し、前記第２の算出手段は、前記第２の光源が赤色に発光されたときの前記第
１の受光素子の受光出力と前記第２の光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子
の受光出力との比である第２の比率を算出し、前記紙葉類判別手段は、前記第１の算出手
段で算出された前記第１の比率と前記第２の算出手段で算出された前記第２の比率との比
の値に基づき前記紙葉類を判別することを特徴とする。
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【００１８】
　また、請求項３の発明は、請求項２の発明において、前記紙葉類の表裏、正逆の挿入方
向および金種を判別する金種挿入方向判別手段と、前記金種挿入方向判別手段の判別結果
に基づき前記紙葉類の透かし領域を特定する透かし領域特定手段と、前記透かし領域特定
手段で特定された前記透かし領域における前記第１の光源が赤色に発光されたときの前記
第１の受光素子の受光出力と前記第１の光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素
子の受光出力との和が最大となる最大受光出力を検知する第１の最大受光出力検知手段と
、前記透かし領域における前記第２の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子
の受光出力と前記第２の光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力と
の和が最大となる最大受光出力を検知する第２の最大受光出力検知手段と、前記第１の最
大受光出力検知手段で検知された最大受光出力に基づき前記第１の光源が赤色および緑色
にそれぞれ発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力を補正する第１の補正手段と
、前記第２の最大受光出力検知手段で検知された最大受光出力に基づき前記第２の光源が
赤色および緑色にそれぞれ発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力を補正する第
２の補正手段とを更に具備することを特徴とする。
【００１９】
　また、請求項４の発明は、請求項３の発明において、前記第１の補正手段は、前記第１
の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の赤色の受光出力を前記第１の最大
受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置での赤色の受
光出力に基づき補正し、前記第１の光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の
緑色の受光出力を前記第１の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記
紙葉類の一面の位置での緑色の受光出力に基づき補正し、前記第２の補正手段は、前記第
２の光源が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の赤色の受光出力を前記第２の最
大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置での赤色の
受光出力に基づき補正し、前記第２の光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子
の緑色の受光出力を前記第２の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前
記紙葉類の一面の位置での緑色の受光出力に基づき補正することを特徴とする。
【００２０】
　また、請求項５の発明は、視角により色相が変化する色相インキ印刷領域を有する紙葉
類の識別を行う紙葉類識別装置において、前記紙葉類の一面に対して所定の角度で複数の
色の光を切り替え照射する光源と、前記光源からの光の前記紙葉類の一面における反射光
を前記色相インキ印刷領域の色相が変化する角度で受光する第１の受光素子と、前記光源
からの光の前記紙葉類の一面における反射光を前記紙葉類の一面に対して垂直方向で受光
する第２の受光素子とを具備し、前記光源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受
光された受光量に対応して出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存
する第１の色合いを算出する第１の算出手段と、前記光源からの光の色に応じて前記第２
の受光素子で受光された受光量に対応して出力される各受光出力に基づき前記色相インキ
印刷領域に依存しない第２の色合いを算出する第２の算出手段と、前記第１の算出手段お
よび前記第２の算出手段の算出結果に基づき前記紙葉類を判別する紙葉類判別手段とを具
備することを特徴とする。
【００２１】
　また、請求項６の発明は、請求項５の発明において、前記光源は、赤色と緑色を切り替
えて発光する２色発光光源であり、前記第１の算出手段は、前記光源が赤色に発光された
ときの前記第１の受光素子の受光出力と前記光源が緑色に発光されたときの前記第１の受
光素子の受光出力との比である第１の比率を算出し、前記第２の算出手段は、前記光源が
赤色に発光されたときの前記第２の受光素子の受光出力と前記光源が緑色に発光されたと
きの前記第２の受光素子の受光出力との比である第２の比率を算出し、前記紙葉類判別手
段は、前記第１の算出手段で算出された前記第１の比率と前記第２の算出手段で算出され
た前記第２の比率との比の値に基づき前記紙葉類を判別することを特徴とする。
【００２２】
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　また、請求項７の発明は、請求項６の発明において、前記紙葉類の表裏、正逆の挿入方
向および金種を判別する金種挿入方向判別手段と、前記金種挿入方向判別手段の判別結果
に基づき前記紙葉類の透かし領域を特定する透かし領域特定手段と、前記透かし領域特定
手段で特定された前記透かし領域における前記光源が赤色に発光されたときの前記第１の
受光素子の受光出力と前記光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の受光出力
との和が最大となる最大受光出力を検知する第１の最大受光出力検知手段と、前記透かし
領域における前記光源が赤色に発光されたときの前記第２の受光素子の受光出力と前記光
源が緑色に発光されたときの前記第２の受光素子の受光出力との和が最大となる最大受光
出力を検知する第２の最大受光出力検知手段と、前記第１の最大受光出力検知手段で検知
された最大受光出力に基づき前記光源が赤色および緑色にそれぞれ発光されたときの前記
第１の受光素子の受光出力を補正する第１の補正手段と、前記第２の最大受光出力検知手
段で検知された最大受光出力に基づき前記光源が赤色および緑色にそれぞれ発光されたと
きの前記第２の受光素子の受光出力を補正する第２の補正手段とを更に具備することを特
徴とする。
【００２３】
　また、請求項８の発明は、請求項７の発明において、前記第１の補正手段は、前記光源
が赤色に発光されたときの前記第１の受光素子の赤色の受光出力を前記第１の最大受光出
力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置での赤色の受光出力
に基づき補正し、前記光源が緑色に発光されたときの前記第１の受光素子の緑色の受光出
力を前記第１の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面
の位置での緑色の受光出力に基づき補正し、前記第２の補正手段は、前記光源が赤色に発
光されたときの前記第２の受光素子の赤色の受光出力を前記第２の最大受光出力検知手段
により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置での赤色の受光出力に基づき補
正し、前記光源が緑色に発光されたときの前記第２の受光素子の緑色の受光出力を前記第
２の最大受光出力検知手段により最大受光出力が検知された前記紙葉類の一面の位置での
緑色の受光出力に基づき補正することを特徴とする。
【００２４】
　また、請求項９の発明は、視角により色相が変化する色相インキ印刷領域を有する紙葉
類の識別を行う紙葉類識別装置において、前記紙葉類の一面に対して所定の角度で複数の
色の光を切り替え照射する第１の光源と、前記紙葉類の一面に対して垂直方向から複数の
色の光を切り替え照射する第２の光源と、前記第１の光源および前記第２の光源からの光
の前記紙葉類の一面における反射光を前記色相インキ印刷領域の色相が変化する角度で受
光する第１の受光素子と、前記紙葉類の他面に対して所定の角度で複数の色の光を切り替
え照射する第３の光源と、前記第３の光源からの光の前記紙葉類の他面における反射光を
前記色相インキ印刷領域の色相が変化する角度で受光する第２の受光素子と、前記紙葉類
の他面側に前記第２の光源と対向して配置される第３の受光素子とを具備し、前記第１の
光源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受光された受光量に対応して出力される
各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存する第１の色合いを算出する第１の算
出手段と、前記第２の光源からの光の色に応じて前記第１の受光素子で受光された受光量
に対応して出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領域に依存しない第２の色
合いを算出する第２の算出手段と、前記第３の光源からの光の色に応じて前記第２の受光
素子で受光された受光量に対応して出力される各受光出力に基づき前記色相インキ印刷領
域に依存する第１の色合いを算出する第３の算出手段と、前記第３の光源からの光の色に
応じて前記第３の受光素子で受光された受光量に対応して出力される各受光出力に基づき
前記色相インキ印刷領域に依存しない第２の色合いを算出する第４の算出手段と、前記第
１の算出手段および前記第２の算出手段の算出結果または前記第３の算出手段および前記
第４の算出手段の算出結果に基づき前記紙葉類を判別する紙葉類判別手段とを具備するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００２６】
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　本発明の紙葉類識別装置によれば、紙葉類に印刷された色相インキの色相が変化する角
度で複数の色の光をそれぞれ紙葉類に順次照射し、その照射光が紙葉類で反射する反射光
を受光し、受光量に対応して検出される受光出力を所定の適正値で補正し、補正した受光
出力に基づき一方の色の受光出力に対する他の色の受光出力との比率を算出し、その算出
結果と判定基準との比較により紙葉類に印刷された色相インキの微妙な特性の識別を行う
ので、紙葉類の真偽をより精密に判別することができる。
【００２７】
　また、紙葉類の表面に対して所定の角度で複数の色の光を照射する第１の光源と、紙葉
類の表面に対して垂直方向から複数の色の光を照射する第２の光源と、第１の光源からの
照射光による紙葉類の色相インキ印刷領域の反射光の色相が変化する角度で受光する第１
の受光素子と、紙葉類の裏面に対して所定の角度で複数の色の光を照射する第３の光源と
、第３の光源からの照射光による紙葉類の色相インキ印刷領域の反射光の色相が変化する
角度で受光する第２の受光素子と、紙葉類の裏面側に第２の光源と対向して配置される第
３の受光素子とを具備するので、紙葉類の片面にのみ印刷された色相インキを公知の紙葉
類識別方法によるセンサー（反射型光センサーと透過型光センサー）配置方法で検知する
場合と比べて発光素子と受光素子との配置個数が最少限の個数で済み、装置の長大化を抑
えることができる。
【００２８】
　また、紙葉類の片面にのみ印刷された色相インキを検知するセンサー（発光素子や受光
素子）の発光素子と受光素子との配置個数が最小限の個数で構成されるのでセンサー（発
光素子や受光素子）を制御するための回路が簡易な構成となり、製造コストも安価となる
。
【００２９】
　更に、色相インキを検知するセンサーの各素子を狭めて配置した場合であっても公知の
紙葉類識別方法によるセンサー配置方法と比べて各発光素子の発光による受光素子での干
渉を抑えることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、本発明に係わる紙葉類識別装置の一実施例について添付図面を参照して詳細に説
明する。
【実施例１】
【００３１】
　図１は、本発明に係わる紙葉類識別装置１００の要部の構成例を概略的に示した構成図
である。
【００３２】
　図１に示すように、紙葉類識別装置１００は、紙葉類識別装置１００全体を統括制御す
るマイクロコンピュータ９５と、紙葉類識別装置１００の図示せぬ紙幣挿入口から挿入さ
れた紙幣１を搬送する紙幣搬送機構８０（破線で囲まれた部分）と、紙幣搬送機構８０に
よって搬送される紙幣１の上面（表面）及び下面（裏面）に赤色と緑色の光を順次照射し
、その照射光が紙幣１を透過する透過光の受光量や紙幣１で反射する反射光の受光量に対
応した受光出力値（受光データ）を検出する光学検知部１０（一点鎖線で囲まれた部分）
とで構成されている。
【００３３】
　なお、図１には示してないが、紙葉類識別装置１００には、挿入された紙幣１の金種や
挿入方向（挿入された紙幣１の表裏、正逆方向）を特定するための磁気センサーと、透過
型光センサーと、反射型光センサーとが光学検知部１０とは他に備えられており、磁気セ
ンサーは、挿入紙幣１の磁気を検出し、透過型光センサーと反射型光センサーは、挿入紙
幣１に光を照射して挿入紙幣１を透過する透過光、もしくは挿入紙幣１からの反射光の各
受光量に対応した受光出力を検出する。
【００３４】
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　前述の各光センサーにより検出される透過光と反射光の受光出力は、各光の受光量に対
応した電気信号の信号レベルで各光センサーから所定時間間隔で出力され、メモリ７０の
連続したアドレスで割り当てられた所定の記憶領域に順に格納され、挿入紙幣１の走査ラ
イン上の各計測位置での受光データとして一時的に記憶保持される。
【００３５】
　また、前述で示した磁気センサーと、各光センサーと、光学検知部１０とは他に、前述
の各センサーが挿入紙幣１の計測を開始する位置を決定するための開始センサーと、紙葉
類識別装置１００に紙幣１が挿入されたことを検知する紙幣挿入検出センサーとが配置さ
れており、紙葉類識別装置１００に紙幣１が挿入されたことを紙幣挿入検出センサーが検
出し、開始センサーが各センサーによる計測開始位置に挿入紙幣１が到達したことを検出
することで磁気センサー、透過型光センサー、反射型光センサー、光学検知部１０による
挿入紙幣１の計測が開始される。
【００３６】
　前述の光学検知部１０と、紙幣挿入検出センサーとは他の各センサーを本実施例では、
総称して単に「磁気センサー／透過光識別センサー等」といい、公知の紙幣識別方法では
、この磁気センサー／透過光識別センサー等の検出結果に基づき紙幣の真偽識別を行う。
【００３７】
　なお、磁気センサー／透過光識別センサー等の検出結果に基づく公知の紙幣識別方法の
説明については、本発明に係わる紙葉類識別装置１００の要部ではないので省略する。
【００３８】
　また、本実施例においては、説明の便宜上、透過型光センサーと、反射型光センサーと
を光学検知部１０とは他に備えた構成としたが、光学検知部１０で挿入紙幣１の金種と挿
入方向を特定するための挿入紙幣１の透過光と反射光との受光データの検出を行うような
構成としてもよい。
【００３９】
　マイクロコンピュータ９５は、制御部３０と、金種及び挿入方向判定部４０（金種挿入
方向判別手段）と、受光データ補正部４５（最大受光出力検知手段、補正手段）と、透か
し領域データ特定部４６（透かし領域特定手段）と、パールデータ判定部５０と、透かし
データ判定部６０と、メモリ７０とを備えている。
【００４０】
　メモリ７０は、光学検知部１０で検出される挿入紙幣１の各面の２色（赤、緑）の反射
光と透過光との受光データと、図示せぬ磁気センサー／透過光識別センサー等で検出され
る挿入紙幣１の各面の反射光と透過光の受光デーと磁気データと、予め設定された透かし
領域データアドレス参照表と、パールインキ印刷部データアドレス参照表等の各種参照表
や参照データと、各種処理プログラム等を記憶する。
【００４１】
　なお、透かし領域データアドレス参照表には、金種毎の真正紙幣を表裏、正逆の挿入方
向でそれぞれ紙葉類識別装置１０に挿入し、その際に光学検知部１０の後述するパール光
検出センサーと、非パール光検出センサーと、透かしセンサーとによってそれぞれ検出さ
れる真正紙幣の透かし領域の受光データが格納されるメモリ７０の記憶領域の始点と終点
のアドレスを取得したアドレス情報が真正紙幣の金種と挿入方向に対応して参照できるよ
うに予め設定されている。
【００４２】
　また、パールインキ印刷部データアドレス参照表には、透かし領域データアドレス参照
表と同様に、金種毎の真正紙幣を表裏、正逆の挿入方向でそれぞれ紙葉類識別装置１０に
挿入し、その際に光学検知部１０のパール光検出センサーと、非パール光検出センサーと
によってそれぞれ検出される真正紙幣のパールインキが印刷された領域の受光データが格
納されるメモリ７０の記憶領域の始点と終点のアドレスを取得したアドレス情報が真正紙
幣の金種と挿入方向に対応して参照できるように予め設定されている。
【００４３】
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　金種及び挿入方向判定部４０は、磁気センサー／透過光識別センサー等により検出され
た挿入紙幣１の磁気データと、透過光と反射光の各受光データとに基づき挿入紙幣１の金
種と挿入方向の判定処理を行う。
【００４４】
　受光データ補正部４５は、後述の透かし領域データ特定部４６が金種及び挿入方向判定
部４０で判定出力された挿入紙幣１の金種と挿入方向の判定結果に基づき特定した挿入紙
幣１の透かし領域の赤色反射光及び緑色反射光の各受光量から最大受光量を検出し、この
最大受光量を基に光学検知部１０で検出された挿入紙幣１の全ての反射光データに対して
補正を行う。
【００４５】
　具体的には、光学検知部１０で検出された挿入紙幣１の透かし領域での赤色反射光の受
光量と緑色反射光の受光量との和が最大となる最大受光量を検出し、この最大受光量が予
め定められた規定値となるように補正し、この補正に対応して光学検知部１０で検出され
た全ての反射光データに対する補正を行う。
【００４６】
　透かし領域データ特定部４６は、金種及び挿入方向判定部４０による挿入紙幣１の金種
と挿入方向の判定結果に基づき透かし領域データアドレス参照表を参照して挿入紙幣１の
透かし領域の受光データが格納されたメモリ７０の記憶領域を特定し、挿入紙幣１の透か
し領域の受光データをメモリ７０から読み出す。
【００４７】
　パールデータ判定部５０は、受光データ補正部４５で補正された反射光データから求め
た挿入紙幣１の各面の各計測位置でのインキの色合いやパールインキ成分と、その判定基
準とに基づき挿入紙幣１の真偽判定処理を行う。
【００４８】
　なお、本発明に係わる紙葉類識別装置１００が真券と判定する真正紙幣の片面には、パ
ールインキが印刷された色相インキ印刷領域が形成されており、この色相インキ印刷領域
のパールインキは、前述でも説明したように色相インキの一種で、視角によりパール光沢
のある半透明な模様が浮かび上がるようなインキであり、ある特定波長の光を特定の角度
で照射した場合に特殊な色で反射するインキである。
【００４９】
　パールインキは、パールインキの種類（メーカーの違い等）によって、変化する色が異
なるが、本実施例における真正紙幣に印刷されたパールインキは、具体的には、真正紙幣
を垂直方向から見ると無色（印刷されていないように見える）に見え、斜め方向から見る
とピンク色に見えるように真正紙幣の片面に印刷された色相インキ印刷領域が形成されて
いる。
【００５０】
　本願発明者らは、各波長の光を真正紙幣のパールインキが印刷された色相インキ印刷領
域（以下、「パールインキ印刷部」という。）に照射し、その反射光の測定実験を行った
結果、赤色光を所定の角度で真正紙幣のパールインキ印刷部に照射したところ、その反射
光が他の無地の部分の反射光に比べて光量が顕著に大きく、また、緑色光を照射した場合
の反射光の光量は、パールインキ印刷部と他の無地の部分とでは殆ど変らないことの実験
結果を得た。
【００５１】
　このことからパールデータ判定部５０は、挿入紙幣１の各面の各計測位置でのインキの
色合いを識別すると共に、真正紙幣のパールインキ印刷部のパールインキの微妙な特性に
基づき挿入紙幣１に印刷されたパールインキを精密に識別する。
【００５２】
　透かしデータ判定部６０は、透かし領域データ特定部４６により特定された挿入紙幣１
の透かし領域の受光データに基づき挿入紙幣１の真偽判定処理を行う。
【００５３】
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　光学検知部１０は、紙幣搬送機構８０によって搬送される挿入紙幣１を挟んで紙幣搬送
路６に垂直の上下側に光源１１、１２、１４と受光素子１３、１５、１６がそれぞれ配置
されており、紙幣搬送路６に垂直の上側には、紙幣１上面にパールインキ印刷部が形成さ
れている場合は、パールインキ印刷部のパールインキの色相変化が最大となるように紙幣
１上面に対して所定角度の斜め方向から光を照射するように配置された２色ＬＥＤ（赤、
緑）の上光源１１（第１の光源）と、上光源１１からの照射光による紙幣１上面でのパー
ルインキ印刷部の反射光の色相変化を最大で受光できるように上光源１１と対向して配置
された受光素子１３（第１の受光素子）と、紙幣１上面に対して垂直方向から光を照射す
るように配置された２色ＬＥＤ（赤、緑）の上光源１２（第２の光源）とがそれぞれ配置
されている。
【００５４】
　また、紙幣搬送路６に垂直の下側には、紙幣搬送路６に沿って搬送される紙幣１下面に
パールインキ印刷部が形成されている場合は、パールインキ印刷部のパールインキの色相
変化が最大となるように紙幣１下面に対して所定角度の斜め方向から光を照射するように
配置された２色ＬＥＤ（赤、緑）の下光源１４（第３の光源）と、下光源１４からの照射
光による紙幣１下面でのパールインキ印刷部の反射光の色相変化を最大で受光できるよう
に配置された受光素子１６（第２の受光素子）と、上光源１２に対向した位置で上光源１
２からの照射光が紙幣１を透過する透過光を受光する受光素子１５（第３の受光素子）と
が配置されている。
【００５５】
　受光素子１５は、下光源１４の照射光による紙幣１下面での反射光の受光も可能である
。
【００５６】
　なお、挿入紙幣１に形成されたパールインキ印刷部のパールインキの色相変化が最大と
なるように挿入紙幣１の各面に対して所定角度の斜め方向から光を照射する発光素子１１
（第１の光源）、１４（第３の光源）と、各発光素子１１、１４からの照射光による挿入
紙幣１の各面でのパールインキ印刷部の反射光の色相変化を最大で受光できるように配置
された、発光素子１１に対応した受光素子１３（第１の受光素子）と、発光素子１４に対
応した受光素子１６（第２の受光素子）とでそれぞれ構成された挿入紙幣１の各面の各反
射光を検出する手段を説明の便宜上、「パール光検出センサー」といい、上光源１２（第
２の光源）と受光素子１３（第１の受光素子）、または下光源１４（第３の光源）と受光
素子１５（第３の受光素子）とで構成され、挿入紙幣１の各面の各反射光を検出する手段
を説明の便宜上、「非パール光検出センサー」といい、上光源１２（第２の光源）と受光
素子１５（第３の受光素子）とで構成され、挿入紙幣１を透過する透過光を検出する手段
を説明の便宜上、「透かしセンサー」という。
【００５７】
　各光源１１、１２、１４は、マイクロコンピュータ９５の制御部３０からの指令信号に
基づきＤ／Ａコンバータ１８でデジタル信号からアナログ信号の指令信号に変換され、ア
ンプ１７がアナログの指令信号に対応して各光源に流す電流の増減制御を行い、各光源の
発光量が調整できるように構成されている。
【００５８】
　受光素子１３、１５、１６は、例えばフォトダイオード等の受光素子であり、各受光素
子で受光される反射光や透過光の受光量に対応した信号レベルで出力される電気信号が各
受光素子１３、１５、１６に対応したそれぞれのアンプ１９、２１、２３で増幅され、各
アンプ１９、２１、２３に対応したそれぞれのＡ／Ｄコンバータ２０、２２、２４で各デ
ジタル信号へ変換されてバス９０を介してメモリ７０の所定の記憶領域へ記憶される。
【００５９】
　なお、受光素子１５には、可視光の他、赤外、紫外のいずれの波長も適用可能であり、
発光素子１２は、受光素子１５に適用される各波長に対応して当該各波長が送出可能な装
置に置き換えた構成とする。
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【００６０】
　紙幣搬送機構８０は、紙幣挿入口から挿入された紙幣１を搬送する搬送ベルト８１と、
搬送ベルト８１を支持するローラ８２、８３と、ローラ８２または８３を所望の回転方向
へ、所望の回転速度で、所望の回転数等で駆動させ、搬送ベルト８１を所望の方向へ、所
望の搬送速度で、所望の搬送距離だけ移動させることが可能な搬送モータ８４とを備えて
いる。
【００６１】
　なお、搬送モータ８４は、前述で示したローラ８２または８３の駆動制御を制御部３０
からの指令信号に基づき行う。
【００６２】
　前述した紙葉類識別装置１００の各部間のデータ信号や制御信号等の授受は、バス９０
を介してマイクロコンピュータ９５の制御部３０の指令信号に基づき行われ、制御部３０
が全体を統括制御する。
【００６３】
　前述の図１で示した紙葉類識別装置１００の構成図の他に、紙葉類識別装置１００の処
理動作をより分かりやすくするために紙葉類識別装置１００の回路構成の概略図を図２に
示す。
【００６４】
　図２は、紙葉類識別装置１００の回路構成の一例を概略的に示した回路ブロック図であ
り、図２に示すように、光学検知部１０（一点鎖線で囲まれた部分）は、前述でも示した
ように紙幣搬送路６に垂直の上側に２色ＬＥＤ（赤（Ｒ）、緑（Ｇ））の上光源１１、１
２と、紙幣搬送路６に垂直の下側に２色ＬＥＤ（赤（Ｒ）、緑（Ｇ））の下光源１４が配
置されており、各光源の２色ＬＥＤ（赤、緑）は、各色のＬＥＤに流す電流の増減制御が
可能なＤ／Ａコンバータ１８とアンプ回路１７を介してマイクロコンピュータ９５と接続
されている。
【００６５】
　また、Ｄ／Ａコンバータ１８とアンプ回路１７は、各色のＬＥＤに対応してＤ／Ａコン
バータ１８Ｒ（赤色ＬＥＤに対応）、Ｄ／Ａコンバータ１８Ｇ（緑色ＬＥＤに対応）、ア
ンプ回路１７Ｒ（赤色ＬＥＤに対応）、アンプ回路１７Ｇ（緑色ＬＥＤに対応）で構成さ
れている。
【００６６】
　なお、各光源や受光素子には照射角度を偏光するプリズムやレンズを配置することも可
能である。
【００６７】
　また、受光素子１３は、Ａ／Ｄコンバータ２０とアンプ回路１９を介してマイクロコン
ピュータ９５と接続され、受光素子１５は、Ａ／Ｄコンバータ２２とアンプ回路２１を介
してマイクロコンピュータ９５と接続され、受光素子１６は、Ａ／Ｄコンバータ２４とア
ンプ回路２３を介してマイクロコンピュータ９５とぞれぞれ接続されている。
【００６８】
　各受光素子１３、１５、１６は、受光した反射光や透過光の各受光量に応じた電気信号
を出力し、各受光素子から出力される電気信号は、各受光素子に対応したそれぞれのアン
プ１９、２１、２３で増幅され、各アンプ１９、２１、２３に対応したそれぞれのＡ／Ｄ
コンバータ２０、２２、２４でデジタル信号へ変換されてマイクロコンピュータ９５のメ
モリ７０へ記憶される。
【００６９】
　また、挿入された紙幣１の搬送制御を行う搬送モータ８４は、マイクロコンピュータ９
５に接続され、マイクロコンピュータ９５の制御部３０から送信される指令信号に基づき
紙幣搬送機構８０のローラ８２または８３の駆動制御を行う。
【００７０】
　エンコーダ８５は、搬送モータ８４と接続され、また、アンプ回路８６を介してマイク
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ロコンピュータ９５にも接続されており、搬送モータ８４の駆動に対応してエンコード化
したパルス信号をアンプ回路８６で増幅してマイクロコンピュータ９５へ出力する。
【００７１】
　また、紙幣挿入検出センサー８７は、アンプ回路８８を介してマイクロコンピュータ９
５と接続され、紙葉類識別装置１００に挿入された紙幣１を検出し、検出信号をアンプ回
路８８で増幅してマイクロコンピュータ９５へ出力する。
【００７２】
　また、紙葉類識別装置１００には、前述でも説明したように挿入紙幣１の磁気を検出す
る磁気センサーと、挿入紙幣１に照射された光の透過光を検出する透過型光センサーと、
挿入紙幣１に照射された光の反射光を検出する反射光センサー等を示す磁気センサー／透
過光識別センサー等８９がアンプ回路９１を介してマイクロコンピュータ９５と接続され
、各センサーで検出された磁気データや受光データがアンプ回路９１で増幅されてマイク
ロコンピュータ９５へ入力される。
【００７３】
　この磁気センサー／透過光識別センサー等８９の複数のセンサーにより挿入紙幣１から
検出した磁気データや受光データと公知の紙幣識別方法により挿入紙幣１の真偽識別が可
能である。
【００７４】
　なお、磁気センサー／透過光識別センサー等８９を用いた公知の紙幣識別方法について
は、本発明に係わる紙葉類識別装置１００の要部ではないので説明を省略する。
【００７５】
　ところで、このように構成された紙葉類識別装置１００に挿入された紙葉類の真偽を精
密に判別する方法について、本発明に係わる真正紙幣の構成に基づき簡単に説明する。
【００７６】
　図３は、紙葉類識別装置１００が真券と識別する真正紙幣２の概略的な構成と、光学検
知部１０の各センサーによって検出される真正紙幣２の各受光データに対応した波形信号
の一例を示す図である。
【００７７】
　図３において、図３（ａ）は、真正紙幣２の構成例を示す図、図３（ｂ）は、パール光
検出センサーによる真正紙幣２の各色（赤、緑）の反射光の波形信号を示す図、図３（ｃ
）は、図３（ｂ）で示した赤色反射光に対する緑色反射光の比率の波形信号を示す図、図
３（ｄ）は、非パール光検出センサーによる真正紙幣２の各色（赤、緑）の反射光の波形
信号を示す図、図３（ｅ）は、図３（ｄ）で示した赤色反射光に対する緑色反射光の比率
の波形信号を示す図、図３（ｆ）は、図３（ｅ）で示した非パール光検出センサーによる
赤色と緑色の各反射光の比率と図３（ｃ）で示したパール光検出センサーによる赤色と緑
色の各反射光の比率との比の波形信号を示す図である。
【００７８】
　図３（ａ）に示すように、真正紙幣２には透かし領域５が形成され、真正紙幣２の長手
方向の両端にはパールインキ印刷部３、４が形成されており、紙幣搬送機構８０によって
所定の搬送方向（図中の矢印方向）に紙幣搬送路６に沿って搬送される。
【００７９】
　なお、パールインキ印刷部３、４は、真正紙幣２の片面にのみ印刷されている。
【００８０】
　真正紙幣２が紙幣搬送路６に沿って光学検知部１０内に搬送されると、マイクロコンピ
ュータ９５の制御部３０の指令信号に基づき光学検知部１０内に配置された光源１１、１
２、１４及び受光素子１３、１５、１６による真正紙幣２の各面の各計測位置での２色（
赤、緑）の反射光、または２色（赤、緑）の透過光の受光量が計測され、各受光量に対応
したそれぞれの受光出力値の反射光データまたは透過光データの各受光データが収集され
る。
【００８１】
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　挿入された真正紙幣２に対して上光源１１、または下光源１４の２色（赤、緑）ＬＥＤ
をそれぞれ順次発光させ、真正紙幣２の各色の反射光を受光素子１３、または１６で受光
すると、すなわちパール光検出センサーで挿入真正紙幣２の各面の反射光を受光すると図
３（ｂ）に示すような赤色反射光の受光量に対応した受光出力が波形信号１０１で検出さ
れ、緑色反射光の受光量に対応した受光出力が波形信号１０２で検出され、パール光検出
センサーによる赤色反射光の受光出力に対する緑色反射光の受光出力の比率（以下、「赤
緑比率（斜光）」という）が図３（ｃ）に示すような波形信号１０３として算出される。
【００８２】
　なお、パール光検出センサーによる挿入真正紙幣２の受光データに基づく赤緑比率（斜
光）からは、パールインキ印刷部３、４のパールインキに依存する色合い（第１の色合い
）の情報を得ることができる。
【００８３】
　すなわち、赤色照射光による真正紙幣２のパールインキ印刷部３、４での赤色反射光は
、他の無地の部分の赤色反射光に比べて光量が顕著に大きく、また緑色照射光による真正
紙幣２でのパールインキ印刷部３、４の緑色反射光の光量は、パールインキ印刷部３、４
と他の無地の部分とでは殆ど変らないという真正紙幣２のパールインキの特性からパール
光検出センサーによる受光データに基づく赤緑比率（斜光）にその特性が表れる。
【００８４】
　具体的には、図３（ａ）、（ｂ）に示すように、パール光検出センサーの赤色照射光に
よる挿入真正紙幣２の赤色反射光の受光出力は、真正紙幣２のパールインキ印刷部３、４
が透かし領域５の無地の部分よりも大な値で検出され、他の領域では、真正紙幣２に印刷
された模様の色に応じて、赤色の印刷領域では受光出力が大きく、黒色の印刷領域では小
さく、それぞれの色に応じた受光出力が得られる。
【００８５】
　また、パール光検出センサーの緑色照射光による挿入真正紙幣２の緑色反射光の受光出
力は、パールインキ印刷部３、４と他の無地の部分とでは殆ど変らず、また、パールイン
キ印刷部３、４の緑色反射光の受光出力は、赤色反射光の受光出力よりも小さい。
【００８６】
　更に、他の領域では、真正紙幣２に印刷された印刷模様の色に応じて緑色の印刷領域で
受光出力が大きく、黒色の印刷領域で小さく、それぞれの色に応じた受光出力が得られる
。
【００８７】
　なお、図３（ｂ）乃至（ｅ）において、真正紙幣２の模様が印刷された部分で検出され
る受光出力の信号波形は、真正紙幣２の印刷模様の色の変化に対応して変化するものであ
るが、この部分は本発明の要部ではないので、真正紙幣２の模様が印刷された部分の受光
出力の詳細な信号波形の記載を省略し、説明の便宜上、ハッチング模様の矩形で示すこと
とする。
【００８８】
　パール光検出センサーによる真正紙幣２の赤色反射光の受光出力に対する緑色反射光の
受光出力の比率（赤緑比率（斜光））を算出すると、図３（ａ）、（ｃ）に示すように、
真正紙幣２のパールインキ印刷部３、４は、透かし領域５の無地の部分と比べて小さな値
となるようなパールインキに依存する色合い（第１の色合い）の情報を得ることができる
。
【００８９】
　挿入真正紙幣２に対して非パール光検出センサーによる真正紙幣２の各面の反射光を受
光すると、すなわち、真正紙幣２に対して上光源１２の２色（赤、緑）ＬＥＤを順次発光
させ、受光素子１３で受光する、または下光源１４の２色（赤、緑）ＬＥＤを順次発光さ
せ、受光素子１５で受光すると、図３（ｄ）に示すような赤色反射光の受光出力が波形信
号１０４で検出され、緑色反射光の受光出力が波形信号１０５で検出され、非パール光検
出センサーによる赤色反射光の受光出力に対する緑色反射光の受光出力の比率（以下、「



(16) JP 4073907 B2 2008.4.9

10

20

30

40

50

赤緑比率（垂直光）」という）が図３（ｅ）に示すような波形信号１０６として算出され
る。
【００９０】
　なお、非パール光検出センサーによる挿入真正紙幣２の反射光データに基づく赤緑比率
（垂直光）からは、パールインキ印刷部３、４のパールインキに依存しない色合い（第２
の色合い）の情報を得ることができる。
【００９１】
　具体的には、図３（ａ）、（ｄ）に示すように、非パール光検出センサーの赤色光と緑
色光とを順次発光させ真正紙幣２に照射し、その反射光の受光出力を順次検出すると、真
正紙幣２のパールインキ印刷部３、４の受光出力は、透かし領域５の無地の部分の受光出
力と殆ど変らず、また、他の領域では、真正紙幣２に印刷された模様の色に応じて２色（
赤、緑）ＬＥＤの発光色に対応した色の印刷領域で受光出力が大きく、黒色の印刷領域で
小さく、それぞれの色に応じた受光出力が得られる。
【００９２】
　また、非パール光検出センサーによる赤色反射光の受光出力に対する緑色反射光の受光
出力の比（赤緑比率（垂直光））は、図３（ａ）、（ｅ）に示すようにパールインキ印刷
部３、４と透かし領域５の無地の部分とでは殆ど変らないというパールインキに依存しな
い色合い（第２の色合い）の情報を得ることができる。
【００９３】
　図３（ｅ）で示した非パール光検出センサーによる赤緑比率（垂直光）に対する図３（
ｃ）で示したパール光検出センサーによる赤緑比率（斜光）の比（以下、「赤緑比率比」
という。）を算出すると、真正紙幣２のパールインキ印刷部３、４が他の領域（透かし領
域や模様が印刷された領域）に比べて、図３（ｆ）の１０７－ａ、１０７－ｂに示すよう
な顕著な差異で検出される。
【００９４】
　このようなことから本発明に係わる紙葉類識別装置１００は、前述で示したパール光検
出センサーにより検出した挿入紙幣１の反射光の受光出力に基づく赤緑比率（斜光）を算
出することで、真正紙幣２に印刷されたパールインキ印刷部３、４のパールインキに依存
する色合い（第１の色合い）を含む情報を得、非パール光検出センサーにより検出した挿
入紙幣１の反射光の受光出力に基づく赤緑比率（垂直光）を算出することで、真正紙幣２
に印刷されたパールインキ印刷部３、４のパールインキに依存しないインキの色合い（第
２の色合い）を含む情報を得、非パール光検出センサーにより検出した挿入紙幣１の反射
光の受光出力に基づく赤緑比率（垂直光）とパール光検出センサーにより検出した挿入紙
幣１の反射光の受光出力に基づく赤緑比率（斜光）との比（赤緑比率比）を算出すること
で、真正紙幣２に印刷されたパールインキ印刷部３、４の微妙なパールインキの特性を検
知し、単なる個々の反射型光センサーの受光出力による色相インキの判別方法とは異なり
、紙幣に印刷されたパールインキの微妙な特性の判別結果に基づくより精密な真偽判別を
行う。
【００９５】
　さて、紙葉類識別装置１００が、挿入された紙幣１の真偽をより精密に判別する処理動
作について図４乃至図１２に示すフローチャートを参照しながら詳細に説明する。
【００９６】
　図４は、紙葉類識別装置１００が、挿入紙幣１の真偽識別を行う処理動作のメインフロ
ーチャートを示す図である。
【００９７】
　図４のフローチャートに示すように、紙葉類識別装置１００の図示せぬ紙幣挿入口から
紙幣１が挿入されたことを紙幣挿入検出センサー８７が検知すると（ステップＳ４０１で
ＹＥＳ）、マイクロコンピュータ９５の制御部３０の指令信号に基づき搬送モータ８４が
搬送ベルト８１を支持するローラ８２または８３の駆動制御を行い、挿入紙幣１が紙幣搬
送路６に沿って搬送されるとともに、磁気センサー／透過光識別センサー等８９や光学検
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知部１０の各センサーが挿入紙幣１から検出する磁気データや受光データを記憶するため
のメモリ７０の各記憶領域が初期化される（ステップＳ４０２）。
【００９８】
　メモリ７０には、紙幣搬送路６の所定位置に配置された磁気センサー／透過光識別セン
サー等８９や光学検知部１０で検出される挿入紙幣１の磁気データや受光データを記憶す
る記憶領域（詳細は、後述する）が割り当てられており、これらの各記憶領域が初期化さ
れると、磁気センサー／透過光識別センサー等８９や光学検知部１０の各センサーが動作
し（ステップＳ４０３でＹＥＳ）、各センサーで検出された挿入紙幣１の磁気データや受
光データ（反射光データや透過光データ）がメモリ７０の所定の記憶領域に順次記憶され
る（ステップＳ４０４、ステップＳ４０５）。
【００９９】
　磁気センサー／透過光識別センサー等８９による挿入紙幣１からの各データの収集は、
各センサーによる従来技術の検出及び収集方法と同様に行われる。
【０１００】
　光学検知部１０は、マイクロコンピュータ９５の制御部３０の指令信号に基づき搬送紙
幣１の上面及び下面の各計測位置で紙幣１の各面に対して所定角度の斜め方向、もしくは
垂直方向から赤色光と緑色光の２色の光を順次照射し、照射した各色光が紙幣１の各面で
反射する反射光、もしくは紙幣１を透過する透過光を受光し、受光量に対応した受光出力
値を受光データ（反射光データ、透過光データ）としてメモリ７０の所定の記憶領域に順
次記憶する。
【０１０１】
　なお、光学検知部１０による挿入紙幣１の受光データの収集は、磁気センサー／透過光
識別センサー等８９のデータ収集と同時に行われるものである。
【０１０２】
　また、光学検知部１０の各センサーを挿入紙幣１の金種と挿入方向を判定するための挿
入紙幣１の受光データ検出手段として用いることも可能である。
【０１０３】
　また、ステップＳ４０５における「光学検知部１０による挿入紙幣１の受光データ収集
」の処理動作の詳細は、後述する。
【０１０４】
　挿入紙幣１の各計測位置での各データが各センサーにより検出され、メモリ７０の各記
憶領域に順次記憶されて挿入紙幣１の１枚分の各データ収集が終了すると（ステップＳ４
０６でＹＥＳ）、マイクロコンピュータ９５の金種及び挿入方向判定部４０が磁気センサ
ー／透過光識別センサー等８９で検出された磁気データと透過光や反射光の受光データに
基づき挿入紙幣１の表裏、正逆の挿入方向と金種を特定し、特定結果を出力する（ステッ
プＳ４０７でＹＥＳ）。
【０１０５】
　また、ステップＳ４０７において、磁気センサー／透過光識別センサー等８９で検出さ
れた各データに基づき金種や挿入方向が特定できない場合、具体的には、予め真正紙幣の
各金種と各金種の挿入方向に対応して磁気センサー／透過光識別センサー等８９で検出さ
れる磁気データと透過光や反射光の受光データとが、挿入紙幣１から検出された磁気デー
タと透過光や反射光の受光データとに一致しない場合は（ステップＳ４０７でＮＯ）、挿
入された紙幣１を偽券と判定する（ステップＳ４１４）。
【０１０６】
　なお、真正紙幣の各金種と各金種の挿入方向に対応して磁気センサー／透過光識別セン
サー等８９で検出される磁気データと透過光や反射光の受光データは、予めメモリ７０の
所定の記憶領域に参照データとして記憶されており、金種及び挿入方向判定部４０は、こ
の参照データを参照して挿入紙幣１の金種と挿入方向を特定する。
【０１０７】
　ステップＳ４０７において、挿入紙幣１の金種と挿入方向が特定されると、受光データ
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補正部４５が特定された挿入紙幣１の金種及び挿入方向に対応して求まる挿入紙幣１の透
かし領域の特定の反射光データに基づき光学検知部１０により収集された全ての反射光デ
ータの色補正処理を行う（ステップＳ４０８）。
【０１０８】
　なお、挿入紙幣１の透かし領域の反射光データは、透かし領域データ特定部４６により
金種及び挿入方向判定部４０が判定出力した挿入紙幣１の金種と挿入方向の判定結果と、
透かし領域データアドレス参照表とが参照されてメモリ７０から読み出される。
【０１０９】
　この色補正は、光学検知部１０の各光源１１、１２、１４や受光素子１３、１５、１６
の経時劣化による発光量や受光感度のばらつき、または周囲の温度変化や各光源、各受光
素子に付着した埃による発光量や受光感度のばらつきによる識別判定のばらつきを抑える
ために光学検知部１０で収集した全ての反射光データの受光出力値に対して補正を行う。
　なお、ステップＳ４０８における「光学検知部１０で収集された反射光データの色補正
処理」の詳細は、後述する。
【０１１０】
　受光データ補正部４５により光学検知部１０で収集された全ての反射光データが色補正
されると、パールデータ判定部５０が色補正された反射光データ（色補正データ）に基づ
き挿入紙幣１が偽券でないか否かを判定する（ステップＳ４０９）。
【０１１１】
　具体的には、色補正データから求めた挿入紙幣１の各面の各計測位置におけるインキの
色合いやパールインキ成分と、その判定基準とに基づき挿入紙幣１が偽券でないか否かの
判定を行い、偽券（ステップＳ４１０でＹＥＳ）または偽券でない（ステップＳ４１０で
ＮＯ）旨を判定する。
【０１１２】
　なお、ステップＳ４０９におけるパールデータ判定部５０による「色補正後の反射光デ
ータに基づく真偽判定処理」の詳細は、後述する。
【０１１３】
　また、挿入紙幣１が偽券でないと判定されると（ステップＳ４１０でＮＯ）、透かしデ
ータ判定部６０が挿入紙幣１の透かし領域の受光データ（反射光データ、透過光データ）
に基づき挿入紙幣１が真券であるか否かの判定処理を行い（ステップＳ４１１）、真券（
ステップＳ４１２でＹＥＳ、ステップＳ４１３）、または偽券（ステップＳ４１２でＮＯ
、ステップＳ４１４）と判定して処理を終了する。
【０１１４】
　なお、ステップＳ４１１における透かしデータ判定部６０による「透かし領域の真偽判
定処理」の詳細は、後述する。
【０１１５】
　ここで、前述したステップＳ４０５における「光学検知部１０による挿入紙幣１の受光
データ収集の処理」の動作の詳細を図５乃至図８を参照しながら説明し、ステップＳ４０
８における受光データ補正部４５による「光学検知部１０で収集された反射光データの色
補正処理」の詳細を図９を参照しながら説明し、ステップＳ４０９におけるパールデータ
判定部５０による「色補正後の反射光データに基づく真偽判定処理」の詳細を図１０乃至
図１１を参照しながら説明し、ステップＳ４１１における透かしデータ判定部６０による
「透かし領域の真偽判定処理」の詳細を図１２を参照しながら説明する。
【０１１６】
　図５は、マイクロコンピュータ９５の制御部３０の指令信号に基づき光学検知部１０に
よる受光データ収集処理の動作を示す概略フローチャートであり、図６乃至図８は、図５
の概略フローチャートの各ステップにおける処理動作の詳細を示すフローチャートである
。
【０１１７】
　図５のフローチャートに示すように、光学検知部１０による挿入紙幣１の各面の各計測
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位置での受光データ（反射光データ、透過光データ）の収集処理動作は、挿入紙幣１上面
のパール光検出センサーと非パール光検出センサーによる２色（赤、緑）の各反射光デー
タの収集（ステップＳ５０１）、挿入紙幣１下面のパール光検出センサーと非パール光検
出センサーによる２色（赤、緑）の各反射光データの収集（ステップＳ５０２）、透かし
センサーによる２色（赤、緑）の各透過光データの収集（ステップＳ５０３）の順で挿入
紙幣１の計測開始位置から計測終了位置まで順次行われ、挿入紙幣１が光学検知部１０を
通過することで（ステップＳ５０４でＹＥＳ）、光学検知部１０による挿入紙幣１の１枚
分のデータ収集処理が終了する。
【０１１８】
　ステップＳ５０１における「パール光検出センサーと非パール光検出センサーによる挿
入紙幣１上面の反射光データの収集」の処理動作は、具体的には、上光源１１の２色（赤
、緑）のＬＥＤを順次発光させ、受光素子１３で受光される挿入紙幣１上面の各色の反射
光量に対応した受光出力値のデータを収集し、次に上光源１２の２色（赤、緑）のＬＥＤ
を順次発光させ、受光素子１３で受光される挿入紙幣１上面の各色の反射光量に対応した
受光出力値のデータを収集する。
【０１１９】
　具体的には、図６のフローチャートに示すように、挿入紙幣１の各計測位置に対応して
マイクロコンピュータ９５の制御部３０が上光源１１の赤色ＬＥＤのトランジスタをＯＮ
（ステップＳ６０１、６０２、６０３）、赤色ＬＥＤのＤ／Ａコンバータ１８Ｒ（図２参
照）へ電流設定値を出力して上光源１１の赤色ＬＥＤを発光させ（ステップＳ６０４）、
受光素子１３の受光出力が安定したところで（ステップＳ６０５でＹＥＳ）、搬送紙幣１
上面の反射光に対応して受光素子１３から出力される受光出力信号をアンプ回路１９で増
幅し、Ａ／Ｄコンバータ２０でデジタルの反射光データに変換し、マイクロコンピュータ
９５のメモリ７０の所定の記憶領域に記憶する。
【０１２０】
　このパール光検出センサーによる挿入紙幣１上面の赤色反射光データが記憶されるメモ
リ７０の所定の記憶領域は、具体的には、ＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、Ａ
ＤＲ）に対応付けられた記憶領域であり、ＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、Ａ
ＤＲ）の各変数は、ＳＩＤＥが上光源を示す「０」と下光源を示す「１」の値、ＬＥＤが
上光源１１を示す「０」と上光源１２を示す「１」の値、ＣＯＬが赤色ＬＥＤを示す「０
」と緑色ＬＥＤを示す「１」の値、ＡＤＲが挿入紙幣１のデータ収集位置の情報を示す値
でそれぞれ対応付けられて管理されており、上光源１１の赤色ＬＥＤ発光による挿入紙幣
１上面の反射光データは、ＳＩＤＥ＝０、ＬＥＤ＝０、ＣＯＬ＝０、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、
計測開始位置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）の記憶領域に記憶さ
れる。
【０１２１】
　上光源１１の赤色ＬＥＤ発光による紙幣１上面の計測位置での反射光データの収集が終
わると、上光源１１の赤色ＬＥＤのトランジスタをＯＦＦ、赤色ＬＥＤのＤ／Ａコンバー
タ１８Ｒの電流設定値を０にし（ステップＳ６０６）、次に上光源１１の緑色ＬＥＤを発
光させ、前述と同様に挿入紙幣１上面の反射光に対応して受光素子１３から出力される受
光出力信号をアンプ回路１９、Ａ／Ｄコンバータ２０を介してメモリ７０のＮＡＭＤＡＴ
（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）、各変数の値がＳＩＤＥ＝０、ＬＥＤ＝０、ＣＯ
Ｌ＝１、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応
する値）の記憶領域に記憶する。
【０１２２】
　なお、上光源１１の緑色ＬＥＤを発光させる場合は、緑色ＬＥＤのトランジスタをＯＮ
（ステップＳ６０３）、緑色ＬＥＤのＤ／Ａコンバータ１８Ｇ（図２参照）へ電流設定値
を出力し（ステップＳ６０４）、受光素子１３の受光出力が安定したところで（ステップ
Ｓ６０５でＹＥＳ）、搬送紙幣１上面で反射する反射光を受光素子１３で受光する。
【０１２３】
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　上光源１１の２色発光による紙幣１上面の反射光データの収集が終了すると（ステップ
Ｓ６０８でＹＥＳ）、次に上光源１２の赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤの順で発光させ、前述の
上光源１１の２色発光による紙幣１上面の反射光データ収集の処理動作と同様に、上光源
１２の赤色ＬＥＤ発光による紙幣１上面の反射光データをメモリ７０のＮＡＭＤＡＴ（Ｓ
ＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）、各変数値がＳＩＤＥ＝０、ＬＥＤ＝１、ＣＯＬ＝０
、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値
）の記憶領域に順次記憶し、挿入紙幣１の１枚分データが各記憶領域に記憶される。
【０１２４】
　次に上光源１２の緑色ＬＥＤ発光による紙幣１上面の反射光データをメモリ７０のＮＡ
ＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）、各変数値がＳＩＤＥ＝０、ＬＥＤ＝１
、ＣＯＬ＝１、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位置
に対応する値）の記憶領域に順次記憶し、挿入紙幣１の１枚分データが各記憶領域に記憶
される。
【０１２５】
　挿入紙幣１の計測位置での紙幣１上面の反射光データが記憶されると、上光源１２の緑
色ＬＥＤのトランジスタをＯＦＦ、緑色ＬＥＤのＤ／Ａコンバータ１８Ｇの電流設定値を
０に設定し（ステップＳ６０６）、次に図５で示したステップＳ５０２における「パール
光検出センサーと非パール光検出センサーによる挿入紙幣１下面の２色（赤、緑）の各反
射光データの収集」の処理を行う。
【０１２６】
　具体的には、下光源１４の２色（赤、緑）のＬＥＤを順次発光させ、受光素子１６で受
光される挿入紙幣１下面の各計測位置での各色の反射光データと受光素子１５で受光され
る挿入紙幣１下面の各計測位置での各色の反射光データとを所定の記憶領域に順次記憶し
、挿入紙幣１の１枚分の各計測位置での反射光データを収集する。
【０１２７】
　挿入紙幣１下面のパール光検出センサーと非パール光検出センサーによる各色の反射光
データの収集処理は、図７のフローチャートに示すように、下光源１４の赤色ＬＥＤのト
ランジスタをＯＮ（ステップＳ７０１、７０２、７０３）、赤色ＬＥＤのＤ／Ａコンバー
タ１８Ｒ（図２参照）へ電流設定値を出力し、下光源１４の赤色ＬＥＤを発光させ（ステ
ップＳ７０４）、受光素子１６の受光出力が安定したところで（ステップＳ７０５でＹＥ
Ｓ）、紙幣１下面の反射光に対応して受光素子１６から出力される受光出力信号をアンプ
回路２３で増幅し、Ａ／Ｄコンバータ２４でデジタルの反射光データに変換し、メモリ７
０のＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＰＴＸ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）の記憶領域へ記憶する。
【０１２８】
　なお、ＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＰＴＸ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）の変数ＰＴＸは、受光素子
１６の指定を示す「０」と受光素子１５の指定を示す「１」の各値が設定され、このパー
ル光検出センサーによる挿入紙幣１下面の赤色反射光データは、ＳＩＤＥ＝１、ＰＴＸ＝
０、ＣＯＬ＝０、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位
置に対応する値）のＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＰＴＸ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）の記憶領域に記
憶される。
【０１２９】
　下光源１４の赤色ＬＥＤ発光による紙幣１下面の反射光データの収集が終わると、赤色
ＬＥＤのトランジスタをＯＦＦ、Ｄ／Ａコンバータ１８Ｒの電流設定値を０に設定後（ス
テップＳ７０６）、下光源１４の緑色ＬＥＤを発光させ、前述と同様に挿入紙幣１下面の
反射光に対応して受光素子１６から出力される受光出力信号をアンプ回路２３、Ａ／Ｄコ
ンバータ２４を介してメモリ７０のＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＰＴＸ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）
、各変数の値がＳＩＤＥ＝１、ＰＴＸ＝０、ＣＯＬ＝１、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位
置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）の記憶領域に記憶する。　
　なお、下光源１１の緑色ＬＥＤの発光は、緑色ＬＥＤのトランジスタをＯＮ（ステップ
Ｓ７０３）、Ｄ／Ａコンバータ１８Ｇ（図２参照）へ電流設定値を出力し（ステップＳ７
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０４）、受光素子１６の受光出力が安定後（ステップＳ７０５でＹＥＳ）、紙幣１下面で
の反射光を受光素子１６で受光する。
【０１３０】
　下光源１４の２色発光及び受光素子１６による紙幣１下面の反射光データの収集、すな
わちパール光検出センサーによる挿入紙幣１下面の２色（赤、緑）の各反射光データの収
集が終了すると（ステップＳ７０８でＹＥＳ）、次に非パール光検出センサーによる挿入
紙幣１下面の２色（赤、緑）の各反射光データの収集を行う。
【０１３１】
　具体的には、前述の下光源１４の２色発光及び受光素子１６による紙幣１下面の反射光
データ収集の処理動作と同様に、下光源１４の２色（赤、緑）ＬＥＤを順次発光させ、紙
幣１下面で反射する反射光を受光素子１５で受光し、受光素子１５から出力される受光出
力信号をアンプ回路２３、Ａ／Ｄコンバータ２４を介してメモリ７０のＮＡＭＤＡＴ（Ｓ
ＩＤＥ、ＰＴＸ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）に記憶する。
【０１３２】
　なお、下光源１４の赤色ＬＥＤ発光及び受光素子１５による紙幣１下面の反射光データ
は、ＳＩＤＥ＝１、ＰＴＸ＝１、ＣＯＬ＝０、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の０値～
計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）のＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＰＴＸ、ＣＯ
Ｌ、ＡＤＲ）の記憶領域へ、緑色ＬＥＤ発光及び受光素子１５による紙幣１下面の反射光
データは、ＳＩＤＥ＝１、ＰＴＸ＝１、ＣＯＬ＝１、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の
０値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）のＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＰＴＸ
、ＣＯＬ、ＡＤＲ）の記憶領域へそれぞれ記憶され、下光源１４の緑色ＬＥＤのトランジ
スタをＯＦＦ、Ｄ／Ａコンバータ１８Ｇの電流設定値を０に設定し（ステップＳ７０６）
、次に図５で示したステップＳ５０３の透かしセンサーによる挿入紙幣１を透過する各色
の透過光を受光素子１５で受光して透過光データを収集する。
【０１３３】
　具体的には、図８のフローチャートに示すように、上光源１２の２色（色、緑）のＬＥ
Ｄを順次発光させ、挿入紙幣１を透過する透過光を受光素子１５で受光し、挿入紙幣１の
各計測位置での各色の透過光データを挿入紙幣１の１枚分について収集する。
【０１３４】
　先ず、赤色ＬＥＤのトランジスタをＯＮ、Ｄ／Ａコンバータ１８Ｒへの電流値を設定し
て上光源１２の赤色ＬＥＤを発光させ（ステップＳ８０１、８０２、８０３）、受光素子
１５の受光出力が安定後（ステップＳ８０４でＹＥＳ）、搬送紙幣１の透過光が受光素子
１５で検出されて出力される受光出力信号をアンプ回路２１、Ａ／Ｄコンバータ２２を介
してメモリ７０のＮＡＭＤＡＴ２（ＣＯＬ、ＡＤＲ）に対応付けられたメモリ７０の記憶
領域に記憶する（ステップＳ８０５乃至８０６）。
【０１３５】
　なお、ＮＡＭＤＡＴ２（ＣＯＬ、ＡＤＲ）の各変数は、ＣＯＬが赤色ＬＥＤを示す「０
」と緑色ＬＥＤを示す「１」の値、ＡＤＲが挿入紙幣１のデータ収集位置の情報を示す値
でそれぞれ対応付けられて管理されており、上光源１２の赤色ＬＥＤ発光及び受光素子１
５による挿入紙幣１の透過光データをＣＯＬ＝０、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の０
値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）のＮＡＭＤＡＴ２（ＣＯＬ、ＡＤＲ）
の記憶領域へ記憶する。
【０１３６】
　上光源１２の赤色ＬＥＤ発光による紙幣１の計測位置での透過光データの収集を終える
と（ステップＳ８０７でＮＯ）、上光源１２の緑色ＬＥＤを発光させ、前述と同様に紙幣
１を透過する透過光を受光素子１５で受光し、透過光データをＣＯＬ＝１、ＡＤＲ＝ｎ（
ｎは、計測開始位置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）のＮＡＭＤＡ
Ｔ２（ＣＯＬ、ＡＤＲ）の記憶領域へ記憶するとともに緑色ＬＥＤのトランジスタをＯＦ
Ｆ、Ｄ／Ａコンバータ１８Ｇの電流設定値を０にし（ステップＳ８０５）、上光源１２の
２色発光及び受光素子１５による搬送紙幣１の透過光データ収集の処理動作は終了する（
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ステップＳ８０６乃至ステップＳ８０７でＹＥＳ）。
【０１３７】
　このようにパール光検出センサーと非パール光検出センサーによる挿入紙幣１の各面の
各計測位置での反射光データの収集、透かしセンサーによる挿入紙幣１の透過光データの
収集が挿入紙幣１が光学検知部１０を通過するまで繰り返し行われることで、挿入紙幣１
の１枚分の反射光データと透過光データとの受光データが収集される。
【０１３８】
　前述に示した図４のメインフローチャートに示すように、紙葉類識別装置１００が、挿
入された紙幣１の各計測位置での磁気センサー／透過光識別センサー等８９や光学検知部
１０による磁気データと反射光データや透過光データの受光データが検出され、挿入紙幣
１の１枚分の各受光データがメモリ７０の所定の記憶領域に記憶されると（ステップＳ４
０６でＹＥＳ）、マイクロコンピュータ９５の金種及び挿入方向判定部４０が磁気センサ
ー／透過光識別センサー等８９で検出された磁気データと受光データに基づき挿入紙幣１
の金種と挿入方向（表裏、正逆）を判定する（ステップＳ４０７でＹＥＳ）。
【０１３９】
　金種及び挿入方向判定部４０で挿入紙幣１の金種と挿入方向が判定されると、判定され
た挿入紙幣１の金種と挿入方向に基づき透かし領域データ特定部４６が透かし領域データ
アドレス参照表を参照して挿入紙幣１の透かし領域の受光データが格納されたメモリ７０
の記憶領域を特定し、挿入紙幣１の透かし領域の反射光データをメモリ７０から読み出す
。　
　そして受光データ補正部４５が透かし領域データ特定部４６により読み出された挿入紙
幣１の透かし領域の反射光データに基づき透かし領域における赤色反射光データと緑色反
射光データの各受光出力値が予め定められた規定値となるように挿入紙幣１の全ての反射
光データに対して補正を行う。
【０１４０】
　具体的には、挿入紙幣１の金種と挿入方向に応じて光学検知部１０の各パール光検出セ
ンサーにより検出されメモリ７０に格納される挿入紙幣１の透かし領域の各反射光データ
のうちの赤色反射光の受光出力値と緑色反射光の受光出力値との和が最大（最大受光出力
）となる計測位置での各色の受光出力値（最大受光出力値）が補正基準値である２５５の
値となるように挿入紙幣１から収集した全ての反射光データの受光出力値を補正する（ス
テップＳ４０８）。
【０１４１】
　なお、赤色反射光データの受光出力値を「受光出力値（赤色）」といい、緑色反射光デ
ータの受光出力値を「受光出力値（緑色）」という。
【０１４２】
　この色補正による挿入紙幣１の各計測位置での補正値は、次式１及び式２で算出する。
【０１４３】
　赤色反射光データを色補正する場合は、次式１で算出する。
【０１４４】
　挿入紙幣１の各計測位置での補正値（赤色）＝各計測位置での反射光データの受光出力
値（赤色）／最大受光出力値（赤色）×２５５。
【０１４５】
　また、緑色反射光データを色補正する場合は、次式２で算出する。
【０１４６】
　挿入紙幣１の各計測位置での補正値（緑色）＝各計測位置での反射光データの受光出力
値（緑色）／最大受光出力値（緑色）×２５５。
【０１４７】
　なお、「２５５」の値は、補正基準値を「２５５」として設定した値であり、「１００
」でもよく、特に限定されるものではない。
【０１４８】
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　この色補正の処理動作の詳細は、図９のフローチャートに示すように、まず、透かし領
域データ特定部４６によりメモリ７０のＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤ
Ｒ）から読み出された挿入紙幣１の透かし領域の反射光データに基づき受光データ補正部
４５が各パール光検出センサーで検出された透かし領域内の各計測位置での赤色反射光デ
ータの受光出力値と緑色反射光データの受光出力値との和が最大（最大受光出力）となる
計測位置をそれぞれ求め、それら計測位置での受光データが格納されたメモリ７０のアド
レスを最大受光出力に対応した各色の反射光データを読み出すポインターとしてメモリ７
０のＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ）の記憶領域に記憶する（ステップＳ９０１）。
【０１４９】
　なお、ＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ）の変数ＳＩＤＥは、上光源の指定を示す「０
」または下光源の指定を示す「１」の各値が設定され、変数ＬＥＤは、上光源１１の指定
（ＳＩＤＥ＝０の時）もしくは受光素子１６の指定（ＳＩＤＥ＝１の時）を示す「０」、
または上光源１２の指定（ＳＩＤＥ＝０の時）もしくは受光素子１５の指定（ＳＩＤＥ＝
１の時）を示す「１」の各値が設定されるようにそれぞれ対応付けられている。
【０１５０】
　具体的には、挿入紙幣１の透かし領域内の各計測位置での上光源１１と受光素子１３か
ら成るパール光検出センサーで検出された赤色反射光データの受光出力値（赤色）と緑色
反射光データの受光出力値（緑色）との和を順次算出し、赤色反射光データの受光出力値
（赤色）と緑色反射光データの受光出力値（緑色）との和が最大（最大受光出力）となる
各色の反射光データの受光出力値と、各色の反射光データがメモリ７０に格納されている
アドレスを特定して、特定したアドレスを最大受光出力に対応した受光データの位置情報
としてＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ）、ＳＩＤＥ＝０、ＬＥＤ＝０に格納する。
【０１５１】
　また、上光源１２と受光素子１３から成る非パール光検出センサーで検出された赤色反
射光データの受光出力値（赤色）と緑色反射光データの受光出力値（緑色）との和が最大
となる位置情報を前述と同様な方法で算出し、そのアドレスをＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、
ＬＥＤ）、ＳＩＤＥ＝０、ＬＥＤ＝１に格納する。
【０１５２】
　また、下光源１４と受光素子１６から成るパール光検出センサー及び下光源１４と受光
素子１５から成る非パール光検出センサーでそれぞれ検出された赤色反射光データの受光
出力値（赤色）と緑色反射光データの受光出力値（緑色）との和が最大（最大受光出力）
となるアドレスを前述と同様な方法で特定し、下光源１４と受光素子１６から成るパール
光検出センサーによる最大受光出力の各色の反射光データのアドレスをＭＡＸＡＤＲ（Ｓ
ＩＤＥ、ＬＥＤ）、ＳＩＤＥ＝１、ＬＥＤ＝０に格納し、下光源１４と受光素子１５から
成る非パール光検出センサーによる最大受光出力の各色の反射光データのアドレスをＭＡ
ＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ）、ＳＩＤＥ＝１、ＬＥＤ＝１にそれぞれ格納する。
【０１５３】
　挿入紙幣１の透かし領域における各パール光検出センサーで検出された赤色反射光デー
タの受光出力値（赤色）と緑色反射光データの受光出力値（緑色）との和が最大となる位
置情報がメモリ７０のＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ）にそれぞれ格納されると、次に
挿入紙幣１の各面の各計測位置で収集された赤色及び緑色の各反射光データの受光出力値
の色補正を赤色反射光データについては上式１により、緑色反射光データについては上式
２により算出し、算出結果をメモリ７０のＰＡＬＤＡＴに対応付けられた記憶領域に格納
する。　
　具体的には、次式３で算出する。
【０１５４】
　ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）＝ＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥ
Ｄ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）×２５５／ＮＡＭＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＭＡＸＡＤ
Ｒ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ））。
【０１５５】
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　上式３において、挿入紙幣１上面の計測開始位置における上光源１１と受光素子１３か
ら成るパール光検出センサーで検出された赤色反射光データの受光出力値（赤色）の補正
値をＳＩＤＥ＝０、ＬＥＤ＝０、ＣＯＬ＝０、ＡＤＲ＝０、ＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、Ｌ
ＥＤ）で算出し、緑色反射光データの受光出力値（緑色）の補正値をＳＩＤＥ＝０、ＬＥ
Ｄ＝０、ＣＯＬ＝１、ＡＤＲ＝０、ＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ）で算出して各記憶
領域ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）に記憶する（ステップＳ９０２
乃至ステップＳ９０８でＹＥＳ）。
【０１５６】
　また、上式３において、挿入紙幣１上面の計測開始位置における上光源１２と受光素子
１３から成る非パール光検出センサーで検出された赤色反射光の受光出力値（赤色）の補
正値をＳＩＤＥ＝０、ＬＥＤ＝１、ＣＯＬ＝０、ＡＤＲ＝０、ＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、
ＬＥＤ）で算出し、緑色反射光データの受光出力値（緑色）の補正値をＳＩＤＥ＝０、Ｌ
ＥＤ＝１、ＣＯＬ＝１、ＡＤＲ＝０、ＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ）で算出して各記
憶領域ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）に記憶し（ステップＳ９０９
、ステップＳ９１０でＮＯ）、前述で示したステップＳ９０５乃至ステップＳ９１０と同
様な処理を挿入紙幣１上面の計測開始終了位置（ＡＤＲ＝０、１、２、・・・、ｎ）にな
るまで繰り返すことで挿入紙幣１上面の各パール光検出センサーで検出された赤色及び緑
色反射光データの受光出力値の補正値が算出され、算出された各補正値が所定の記憶領域
ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）に記憶される（ステップＳ９０４乃
至ステップＳ９１２でＹＥＳ）。
【０１５７】
　挿入紙幣１上面の各パール光検出センサーで検出された赤色及び緑色反射光データの受
光出力値の補正値を算出し、算出した各補正値を所定の記憶領域ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ
、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）に記憶すると、挿入紙幣１下面の各パール光検出センサーで
検出された赤色及び緑色反射光データの受光出力値についても前述と同様な色補正処理を
行う。
【０１５８】
　具体的には、上式３において、挿入紙幣１下面の計測開始位置における下光源１４と受
光素子１６から成るパール光検出センサーで検出された赤色反射光データの受光出力値（
赤色）の補正値をＳＩＤＥ＝１、ＬＥＤ＝ＰＴＸ＝０、ＣＯＬ＝０、ＡＤＲ＝０、ＭＡＸ
ＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ）で算出し、緑色反射光データの受光出力値（緑色）の補正値
をＳＩＤＥ＝１、ＬＥＤ＝ＰＴＸ＝０、ＣＯＬ＝１、ＡＤＲ＝０、ＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤ
Ｅ、ＬＥＤ）で算出して各記憶領域ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）
に記憶する（ステップＳ９１３、ステップＳ９１４でＮＯ、ステップＳ９０３乃至ステッ
プＳ９０８）。
【０１５９】
　また、上式３において、挿入紙幣１下面の計測開始位置における下光源１４と受光素子
１５から成る非パール光検出センサーで検出された赤色反射光の受光出力値（赤色）の補
正値をＳＩＤＥ＝１、ＬＥＤ＝ＰＴＸ＝１、ＣＯＬ＝０、ＡＤＲ＝０、ＭＡＸＡＤＲ（Ｓ
ＩＤＥ、ＬＥＤ）で算出し、緑色反射光データの受光出力値（緑色）の補正値をＳＩＤＥ
＝１、ＬＥＤ＝ＰＴＸ＝１、ＣＯＬ＝１、ＡＤＲ＝０、ＭＡＸＡＤＲ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ
）で算出して各記憶領域ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥＤ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）に記憶し（
ステップＳ９０９、ステップＳ９１０でＮＯ、ステップＳ９０５乃至ステップＳ９１０）
、前述で示したステップＳ９０５乃至ステップＳ９１０と同様な処理を挿入紙幣１下面の
計測開始終了位置（ＡＤＲ＝０、１、２・・・、ｎ）になるまで繰り返すことで挿入紙幣
１下面の各パール光検出センサーで検出された赤色及び緑色反射光データの受光出力値の
補正値が算出され、算出された各補正値が所定の記憶領域ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、ＬＥ
Ｄ、ＣＯＬ、ＡＤＲ）に記憶される（ステップＳ９０４乃至ステップＳ９１２、ステップ
Ｓ９１２でＹＥＳ）。
【０１６０】
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　このように、受光データ補正部４５による光学検知部１０で収集された挿入紙幣１の各
面の各色の反射光データの色補正処理が終了すると、色補正処理された各色の反射光デー
タ（以下、「色補正データ」という。）に基づき挿入紙幣１が偽券であるか否かの判定処
理を行う（図４のステップＳ４０９参照）。
【０１６１】
　この判定処理は、パールデータ判定部５０が挿入紙幣１の各面の各計測位置での色補正
データから求めたインキの色合いやパールインキ成分と、その判定基準とに基づき挿入紙
幣１が偽券であるか否かの判定処理を行う。
【０１６２】
　具体的には、図１０のフローチャートに示すように、真偽識別フラグＢＩＬＮＧや各カ
ウンタＮＧＣＮＴ、ＰＮＧ、パールインキ成分の最小値ＰＬＭＩＮ、挿入紙幣１上下面を
指定するＳＩＤＥ等の各値を記憶する各記憶領域を初期化した後（ステップＳ１００１）
、パール光検出センサーにより収集された挿入紙幣１の各面の各計測位置での反射光デー
タの赤色補正データと緑色補正データとの比率（赤緑比率（斜光））ＣＯＬＤＡＴ０と、
非パール光検出センサーにより収集された挿入紙幣１の各面の各計測位置での反射光デー
タの赤色補正データと緑色補正データとの比率（赤緑比率（垂直光））ＣＯＬＤＡＴ１と
、赤緑比率（斜光）と赤緑比率（垂直光）との比率（赤緑比率比）ＯＵＴＤＡＴとをそれ
ぞれ算出し（ステップＳ１００２、ステップＳ１００３、ステップＳ１００４、ステップ
Ｓ１００５）、各算出値と真正紙幣から予め取得したそれぞれの許容値（上限値、下限値
）との比較結果を「色合い及びパールインキ成分判定処理」で算出し、比較結果に基づき
紙幣１が偽券であるか否かの判定処理を行う。
【０１６３】
　なお、「色合い及びパールインキ成分判定処理」の詳細については後述する。
【０１６４】
　算出された赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１からは、挿入紙幣１に印刷されたインキ
の色合いを含む情報を、赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴからは、挿入紙幣１に印刷されたパール
インキ成分の情報を得ることができることから、予め多くの真正紙幣から収集した真正紙
幣上の各面各計測位置での色合い（赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１）値やパールイン
キ成分（赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴ）値に基づき、各値のばらつき考慮して真正紙幣の赤緑
比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１値の下限値ＣＬＯＷＬＭＴ（ＫＩＮ、ＩＮＳ、ＡＤＲ）と
上限値ＣＨＩＬＭＴ（ＫＩＮ、ＩＮＳ、ＡＤＲ）、赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴ値の下限値Ｌ
ＯＷＬＭＴ（ＫＩＮ、ＩＮＳ、ＡＤＲ）と上限値ＨＩＬＭＴ（ＫＩＮ、ＩＮＳ、ＡＤＲ）
を設定し、挿入紙幣１上の各計測位置での赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１値（色合い
）や赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴ値が真正紙幣の赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１値（色合
い）や赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴ値の各下限値や上限値を超えた回数をカウントすることで
挿入紙幣１に形成されたインキの色合いやパールインキ成分と、判定基準とに基づく真偽
の識別が可能となる。
【０１６５】
　なお、パールインキが印刷されていない領域（例えば無地領域や着色印刷領域等）では
、赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴ値が大きな値（例えば２５５近傍）を示し、パールインキが印
刷されている領域では、小さな値を示す。
【０１６６】
　赤緑比率（斜光）ＣＯＬＤＡＴ０は、次式４で算出する。
【０１６７】
　ＣＯＬＤＡＴ０＝ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、０、１、ＡＤＲ）／ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤ
Ｅ、０、０、ＡＤＲ）×２５５。
【０１６８】
　上式４において、上光源１１の発光と受光素子１３の受光（パール光検出センサー）に
よる挿入紙幣１上面の各計測位置での反射光データの赤色補正データと緑色補正データと
の赤緑比率（斜光）は、ＳＩＤＥ＝０、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の０値～計測終
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了位置のｎ値の計測位置に対応する値）で示され、下光源１４の発光と受光素子１６（パ
ール光検出センサー）による挿入紙幣１下面の各計測位置での反射光データの赤色補正デ
ータと緑色補正データとの赤緑比率（斜光）は、ＳＩＤＥ＝１、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測
開始位置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）で示される。
【０１６９】
　また、赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１は、次式５で算出する。
【０１７０】
　ＣＯＬＤＡＴ１＝ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤＥ、１、１、ＡＤＲ）／ＰＡＬＤＡＴ（ＳＩＤ
Ｅ、１、０、ＡＤＲ）×２５５。
【０１７１】
　上式５において、上光源１２の発光と受光素子１３の受光（非パール光検出センサー）
による挿入紙幣１上面の各計測位置での反射光データの赤色補正データと緑色補正データ
との赤緑比率（垂直光）は、ＳＩＤＥ＝０、ＡＤＲ＝ｎ（ｎは、計測開始位置の０値～計
測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）で示され、下光源１４の発光と受光素子１５
（非パール光検出センサー）による挿入紙幣１下面の各計測位置での反射光データの赤色
補正データと緑色補正データとの赤緑比率（垂直光）は、ＳＩＤＥ＝１、ＡＤＲ＝ｎ（ｎ
は、計測開始位置の０値～計測終了位置のｎ値の計測位置に対応する値）で示される。
【０１７２】
　また、赤緑比率（斜光）ＣＯＬＤＡＴ０と赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１との赤緑
比率比ＯＵＴＤＡＴは、次式６で算出する。
【０１７３】
　ＯＵＴＤＡＴ＝ＣＯＬＤＡＴ０／ＣＯＬＤＡＴ１×２５５。
【０１７４】
　挿入紙幣１の各面の各計測位置での赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１と赤緑比率比Ｏ
ＵＴＤＡＴとが算出されると、各算出値と真正紙幣から予め取得したそれぞれの許容値（
上限値、下限値）との比較結果を「色合い及びパールインキ成分判定処理」で算出する（
ステップＳ１００６）。
【０１７５】
　この「色合い及びパールインキ成分判定処理」は、図１１のフローチャートに示すよう
に、非パール光検出センサーにより収集された挿入紙幣１の赤色反射光データの赤色補正
データと緑色反射光データの緑色補正データとの赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１値が
真偽判定基準の下限値ＣＬＯＷＬＭＴ（ＫＩＮ、ＩＮＳ、ＡＤＲ）や上限値ＣＨＩＬＭＴ
（ＫＩＮ、ＩＮＳ、ＡＤＲ）を超えた場合（ステップＳ１１０１でＮＯ、ステップＳ１１
０２でＮＯ）、すなわち挿入紙幣１の各面の各計測位置での色合いが真正紙幣から収集し
た色合いの許容範囲を超えた場合は、カウンタＣＮＧＣＮＴをカウントアップし（ステッ
プＳ１１０３）、挿入紙幣１の各面の各計測位置での赤緑比率（斜光）ＣＯＬＤＡＴ０と
赤緑比率（垂直光）ＣＯＬＤＡＴ１との赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴが真偽判定基準の下限値
ＬＯＷＬＭＴ（ＫＩＮ、ＩＮＳ、ＡＤＲ）や上限値ＨＩＬＭＴ（ＫＩＮ、ＩＮＳ、ＡＤＲ
）を超えた場合（ステップＳ１１０４でＮＯ、ステップＳ１１０５でＮＯ）、すなわち挿
入紙幣１の各面の各計測位置でのパールインキ成分を示す値が真正紙幣から収集したパー
ルインキ成分を示す値の許容範囲を超えた場合は、カウンタＮＧＣＮＴをカウントアップ
し（ステップＳ１１０６）、更に、その計測位置が挿入紙幣１のパールインキが印刷され
た領域内であれば（ステップＳ１１０７でＹＥＳ）、カウンタＰＮＧをカウントアップ後
（ステップＳ１１０８）、挿入紙幣１の赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴの最小値ＰＬＭＩＮを検
出し（ステップＳ１１０９、ステップＳ１１１０）、挿入紙幣１の１枚分の各カウンタ値
ＣＮＧＣＮＴ、ＮＧＣＮＴ、ＰＮＧ及び赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴの最小値ＰＬＭＩＮを検
出する。
【０１７６】
　なお、各計測位置が挿入紙幣１のパールインキが印刷された領域内であるか否かの判別
は、メモリ７０に格納されたパールインキ印刷部データアドレス参照表を参照することで
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判別することができる。
【０１７７】
　図１０のフローチャートに示すように、挿入紙幣１の１枚分の各カウンタ値ＮＧＣＮＴ
、ＰＮＧ及び赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴの最小値ＰＬＭＩＮが検出されると（ステップＳ１
００８でＹＥＳ）、これらの値に基づき挿入紙幣１の真偽判定を行う。
【０１７８】
　具体的には、挿入紙幣１のパールインキ成分値が許容範囲を超えたカウント値ＮＧＣＮ
Ｔ、すなわち、挿入紙幣１全体のパール光データの欠損数が所定の真偽判定基準値ＴＬＭ
Ｔを超えたか否かを判別し（ステップＳ１００９）、超えた場合は（ステップＳ１００９
でＮＯ）、真偽識別フラグＢＩＬＮＧを「１」と設定後（ステップＳ１０１３）、挿入紙
幣１を偽券と判定し処理を終了する。
【０１７９】
　また、カウント値ＮＧＣＮＴが所定の真偽判定基準値ＴＬＭＴの範囲内であれば（ステ
ップＳ１００９でＹＥＳ）、挿入紙幣１のパールインキが印刷された領域におけるパール
インキ成分値が許容範囲を超えたカウント値ＰＮＧ、すなわち、挿入紙幣１のパールイン
キ領域の欠損数が所定の真偽判定基準値ＰＮＧＬＭＴを超えたか否かを判別し（ステップ
Ｓ１０１０）、超えた場合は（ステップＳ１０１０でＮＯ）、真偽識別フラグＢＩＬＮＧ
を「１」と設定後（ステップＳ１０１３）、挿入紙幣１を偽券と判定し処理を終了する。
【０１８０】
　また、カウント値ＰＮＧが所定の真偽判定基準値ＰＮＧＬＭＴの範囲内であれば（ステ
ップＳ１０１０でＹＥＳ）、挿入紙幣１の赤緑比率比ＯＵＴＤＡＴの最小値ＰＬＭＩＮが
所定の真偽判定基準値ＰＬＬＭＴより大きいか否かを判別し（ステップＳ１０１１）、小
さい場合は（ステップＳ１０１１でＮＯ）、真偽識別フラグＢＩＬＮＧを「１」と設定後
（ステップＳ１０１３）、挿入紙幣１を偽券と判定し処理を終了する。
【０１８１】
　これまで述べたように、本発明の紙葉類識別装置は、光学検知部１０の各光源や受光素
子の経時劣化、または付着した埃による発光量や受光感度のばらつきによる識別判定のば
らつきを抑えるために光学検知部１０で収集した挿入紙幣１の全ての反射光データに対し
て色補正を行い、色補正データに基づく挿入紙幣１に印刷された各計測位置でのインキの
色合いやパールインキ成分の算出値と基準値との比較によりパールインキの特性を精密に
識別するので、挿入紙幣１に印刷されたパールインキが真券に印刷された特有のパールイ
ンキなのか、それ以外のインキなのかを高精度で判別することができる。
【０１８２】
　色補正後の反射光データ（色補正データ）に基づき挿入紙幣１が偽券でないと判定され
ると（ステップＳ４１０でＮＯ）、挿入紙幣１の透かし領域の反射光データ及び透過光デ
ータに基づき紙幣１が真券であるか否かの判定処理を行う（ステップＳ４１１）。
【０１８３】
　ステップＳ４１１における「透かし領域の真偽判定処理」は、具体的には、挿入紙幣１
の透かし領域の透過光データに基づき透かし模様に対応した透かしパターンが検知されて
いるか否かの判別と、透かし領域の反射光データに基づき透かしパターンが検知されてい
るか否かの判別結果に基づき真偽の判定を行う。
【０１８４】
　例えば、透かし領域が形成された真正紙幣と透かし領域が形成されていない偽券とに光
を照射して各透過光の受光出力を検出してみると、真正紙幣の場合は、透かしパターンが
検知されるのに対し、偽券の場合は、透かしパターンが検知されないので透かしパターン
が検知されたか否かに基づき真正紙幣と偽券との識別が容易にできる。
【０１８５】
　しかし、透かし領域に表面複写もしくは、いたずら書きされた偽券の場合は、透かしパ
ターンが検知されるので、透過光により透かしパターンが検知されたか否かに基づく真正
紙幣と偽券との識別が困難となる。
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【０１８６】
　一方、透かし領域が形成された真正紙幣と透かし領域が形成されていない偽券とに光を
照射して各反射光の受光出力を検出してみると、真正紙幣、偽券共に透かしパターンを検
知することはできないが、透かし領域に表面複写もしくは、いたずら書きされた偽券の場
合は、透かしパターンが検知されるので、透過光と反射光による透かしパターンが検知さ
れたか否かを判別することで真正紙幣と偽券との識別が可能となる。
【０１８７】
　このようなことから、ステップＳ４１１における「透かし領域の真偽判定処理」の動作
は、図１２のフローチャートに示すように、透かしセンサーを構成する上光源１２の赤色
ＬＥＤの発光と受光素子１５の受光により検出した挿入紙幣１の透かし領域の赤色透過光
データに基づき透かしパターンが検知されない場合は（ステップＳ１２０１、ステップＳ
１２０２でＮＯ）、真偽識別フラグＢＩＬＮＧをカウントアップ後（ステップＳ１２０７
）、挿入紙幣１を偽券と判定し、処理を終了する。
【０１８８】
　ステップＳ１２０２において、透かしパターンが検知された場合は（ステップＳ１２０
２でＹＥＳ）、上光源１２の赤色ＬＥＤの発光及び受光素子１３の受光により検出した挿
入紙幣１上面の透かし領域の赤色反射光データに基づき透かしパターンが検知された場合
は（ステップＳ１２０３でＮＯ）、真偽識別フラグＢＩＬＮＧをカウントアップ後（ステ
ップＳ１２０７）、挿入紙幣１を偽券と判定し、処理を終了する。
【０１８９】
　ステップＳ１２０３において、透かしパターンが検知されない場合は（ステップＳ１２
０３でＹＥＳ）、下光源１４の赤色ＬＥＤの発光及び受光素子１５の受光により検出した
挿入紙幣１下面の透かし領域の赤色反射光データに基づき透かしパターンが検知された場
合は（ステップＳ１２０４でＮＯ）、真偽識別フラグＢＩＬＮＧをカウントアップ後（ス
テップＳ１２０７）、挿入紙幣１を偽券と判定し、処理を終了する。
【０１９０】
　ステップＳ１２０４において、透かしパターンが検知されない場合は（ステップＳ１２
０４でＹＥＳ）、上光源１２または下光源１４の各緑色ＬＥＤを発光及び受光素子１３ま
たは受光素子１５の受光により検出した挿入紙幣１上面または下面の透かし領域の緑色透
過光または反射光データに基づき前述のステップＳ１２０２乃至ステップＳ１２０４の判
定動作を繰り返した後、透かし領域の真偽判定処理を終了する（ステップＳ１２０６でＹ
ＥＳ）。
【０１９１】
　このように、挿入紙幣１の透かし領域の透過光データ、反射光データに基づく判定処理
を組み合わせた処理を行うことで挿入紙幣１の真偽判定ができ、透過光データ、反射光デ
ータを２波長の発光により収集することで挿入紙幣１の真偽識別の精度がより向上する。
【０１９２】
　図１３は、これまで説明した紙葉類識別装置１００とは他の本発明に係わる紙葉類識別
装置２００の構成例を示す構成図であり、図１４は、紙葉類識別装置２００の回路構成の
一例を示す回路ブロック図である。
【０１９３】
　紙葉類識別装置２００の構成例は、片面にのみパールインキが印刷された紙幣を表裏の
挿入方向を特定して挿入させることで紙幣に印刷されたパールインキを精密に真偽識別す
るように構成したものである。
【０１９４】
　図１３及び図１４に示すように、紙葉類識別装置２００は、挿入紙幣１上面に対して斜
め方向及び垂直方向から２色（赤、緑）の光を照射する上光源１１（第１の光源）、１２
（第２の光源）及び挿入紙幣１上面の反射光を受光する受光素子１３（第１の受光素子）
とを配置した光学検知部２１０を有するように構成されたものである。
【０１９５】
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　なお、図１３及び１４に示す紙葉類識別装置２００において、図１及び図２に示した紙
葉類識別装置１００と同様な構成及び動作する各部については、説明の便宜上、同一の符
号を付して前述の説明を参照するものとし、構成及び動作の説明は、省略する。
【０１９６】
　図１３及び図１４に示すように、光学検知部２１０を備えた紙葉類識別装置２００の構
成としても、挿入紙幣１上面のパールインキに依存する、またはパールインキに依存しな
い色合いやパールインキが印刷された領域のパールインキ成分や色合いに基づき挿入紙幣
１の真偽の判別を行うことで、挿入紙幣１の真偽識別の精度をより向上させることができ
る。
【０１９７】
　具体的には、図１５に示す紙葉類識別装置２００の真偽識別処理動作の概略フローチャ
ートに示すように、所定の挿入方向（表裏）で紙幣１が挿入されると、紙幣挿入検出セン
サー８７が紙幣１が挿入されたことを検知し（ステップＳ１５０１でＹＥＳ）、搬送モー
タ８４が起動されて挿入紙幣１を搬送し、メモリー７０の所定の記憶領域を初期化後（ス
テップＳ１５０２）、磁気センサー／透過光識別センサー等８９、光学検知部１０等の各
センサーが起動する（ステップＳ１５０３でＹＥＳ）。
【０１９８】
　挿入紙幣１上面の各計測位置での磁気データや透かし領域のデータを磁気センサー／透
過光識別センサー等８９で検出し、２色（赤、緑）の反射光データを光学検知部１０等の
各センサーで検出して挿入紙幣１の１枚分の各データをメモリー７０の所定の記憶領域に
順次記憶する（ステップＳ１５０４、ステップＳ１５０５）。
【０１９９】
　なお、ステップＳ１５０５における「光学検知部２１０によるデータ収集」の処理動作
は、前述の図６で示した「パール光検出センサー、非パール光検出センサーによる挿入紙
幣１上面の反射光データ収集」の処理動作と同様であり、詳細説明は省略する。
【０２００】
　各センサーによる挿入紙幣１の１枚分の各データ収集後（ステップＳ１５０６でＹＥＳ
）、金種及び挿入方向判定部４０により判定された挿入紙幣１の金種と挿入方向に応じた
挿入紙幣１上面の透かし領域の特定の反射光データに基づき色補正を行い（ステップＳ１
５０８）、色補正処理された各色補正データに基づき挿入紙幣１の真偽判定処理を行い（
ステップＳ１５０９）、判定結果に基づき真券（ステップＳ１５１０でＹＥＳ）または偽
券の判定を行う（ステップＳ１５１０でＮＯ）。
【０２０１】
　なお、ステップＳ１５０８における「光学検知部２１０で収集された反射光データの色
補正処理」は、前述の図９で示した「光学検知部１０で収集した反射光データの色補正処
理」におけるＳＩＤＥ＝０の場合の処理動作と同様であり、ステップＳ１５０９における
「色補正後の反射光データに基づく真偽判定処理」は、前述の図１０、１１で示した「色
補正後の反射光データに基づく真偽判定処理」におけるＳＩＤＥ＝０の場合の処理動作及
び「色合い及びパールインキ成分判定処理」の処理動作と同様であるので詳細説明は省略
する。
【０２０２】
　このように、紙葉類識別装置２００では、挿入紙幣１の透かし領域の透過光に基づく真
偽判定の処理は行わないが、挿入紙幣１上面の２色の反射光に基づく色合い識別、パール
インキ成分の識別及びパールインキ領域の識別を行うので挿入紙幣１の識別精度がより向
上する。
【図面の簡単な説明】
【０２０３】
【図１】本発明に係わる紙葉類識別装置１００の構成例を示す構成図
【図２】紙葉類識別装置１００の回路構成の一例を示す回路ブロック図
【図３】紙幣１の構成と紙幣１より検出される受光データの波形信号の一例を示す図
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【図４】紙葉類識別装置１００が挿入紙幣１を真偽識別する処理動作を示すメインフロー
チャート
【図５】光学検知部１０による挿入紙幣１の受光データ収集の処理動作を示すメインフロ
ーチャート
【図６】パール光検出センサー、非パール光検出センサーによる挿入紙幣１上面の反射光
データ収集の処理動作を示すフローチャート
【図７】パール光検出センサー、非パール光検出センサーによる挿入紙幣１下面の反射光
データ収集の処理動作を示すフローチャート
【図８】挿入紙幣１の透過光データ収集の処理動作を示すフローチャート
【図９】収集した反射光データの色補正の処理動作を示すフローチャート
【図１０】色補正後の反射光データに基づく真偽判定の処理動作を示すフローチャート
【図１１】色合い及びパールインキ成分判定の処理動作を示すフローチャート
【図１２】挿入紙幣１の透かし領域の真偽判定の処理動作を示すフローチャート
【図１３】本発明に係わる紙葉類識別装置２００の構成例を示す構成図
【図１４】紙葉類識別装置２００の回路構成の一例を示す回路ブロック図
【図１５】紙葉類識別装置２００が挿入紙幣１を真偽識別する処理動作を示す概略フロー
チャート
【符号の説明】
【０２０４】
　１　　　挿入紙幣
　２　　　真正紙幣
　３、４　パールインキ
　５　　　透かし領域
　６　　　紙幣搬送路
　１０、２１０　光学検知部
　１１、１２　上光源
　１３、１５、１６　受光素子
　１４　　下光源
　１７、１９、２１、８６、８８、９１　アンプ（回路）
　１７Ｒ　アンプ（回路）（赤色ＬＥＤ用）
　１７Ｇ　アンプ（回路）（緑色ＬＥＤ用）
　１８　　Ｄ／Ａコンバータ
　１８Ｒ　Ｄ／Ａコンバータ（赤色ＬＥＤ用）
　１８Ｇ　Ｄ／Ａコンバータ（緑色ＬＥＤ用）
　２０、２２、２４　Ａ／Ｄコンバータ
　３０、３１　制御部
　４０　　金種及び挿入方向判定部
　４５　　受光データ補正部
　４６　　透かし領域データ特定部
　５０、５１　パールデータ判定部
　６０　　透かしデータ判定部
　７０　　メモリ
　８０　　紙幣搬送機構
　８１　　搬送ベルト
　８２、８３　ローラ
　８４　　搬送モータ
　８５　　エンコーダ
　８７　　紙幣挿入検出センサー
　８９　　磁気センサー／透過光識別センサー等
　９０　　バス
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　９５、９６　マイクロコンピュータ
　１００、２００　紙葉類識別装置
　１０１　パール光検出センサーによる赤色反射光の受光出力信号波形
　１０２　パール光検出センサーによる緑色反射光の受光出力信号波形
　１０３　パール光検出センサーによる赤緑比率（斜光）の信号波形
　１０４　非パール光検出センサーによる赤色反射光の受光出力信号波形
　１０５　非パール光検出センサーによる緑色反射光の受光出力信号波形
　１０６　非パール光検出センサーによる赤緑比率（垂直光）の信号波形
　１０７　赤緑比率比の信号波形

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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